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はしが 含 


1. 人口 = 千 萬 自ら 强國 をな て 誇っ た 波蘭ボ 
獨逸 軍の 電擊 的な 攻撃を 受けて 僅に 三 週間 
の 間に 上 崩 瓦 壊滅 t して 了っ た 事は 近代 戰 
を硏究 する 者の 看 逃し 得ない 事で ある。 ， 

么 獨逸 軍の 波 蘭 作戰に 就て は 旣に獨 逸に も 
を々 な 本が 出版され て 居る が， 何 みに も 今 円 
も 尙戰爭 が 進行 中で あるの た 何 れの 本を 見 
て も 同巧異 曲で ぶ 力 武器 等 肝腎な 事は 巧 方 
手段を 盡 して も 中々 明に する 事が 出來 ない 
のは 殘念 である。 

3. 然し 乍ら いっ 迄 も 資料の 手に入る のを 待 
って 居る 譯に も 行かない の た 一 先づ 大體獨 
逸 軍司令部の 發 表を 主と して 纏める 事と し 
た。 從 って 將來を 料が 出る に從 つてを々 修 
正を 要する， 點も表 はれて 來る ものと 信ずる。 
尙 波 蘭 作戰に 關 .しては 獨逸 軍は 相 當顺 調な 
經過 を 辿った 關係も あり， 獨逸 軍の 發 表は 化 


波 蘭を 圆 （地名 索引 用) 


も 本 作 戰に伴 ふ 蘇 聯邦の 行動は 相 當必耍 と 
認 めぶ を 報を 採錄 した。‘ 义獨蘇 間の 諸條約 
も參考 の爲併 fS した。 蘇 軍の 發表 振と 獨逸 
軍の 發表振 等を 比較す る と， 化々 の點に 於て 
相互の 差異が 明瞭に 表 はれて 居て 巧 巧 深い 
ものが ある。 

え 尙 地を 索引の 便宜の 爲に卷 ホに 附 岡な 地 
名 索引を 附記した。 化 化 あ 中 若干の ものは 
割愛した もの もを る。 

10- 地形 其 他 狸 解の 容易に も と篇眞 若干を 添 
へた。 

11- 本書 編纂に 方り 參謀 本部 當 局， 獨逸 趣が 陸 
軍 武官 室 及 日本 陆 在の 濁 逸 武官 室が 種々 を 
料を 提供 せられた 好 歳に 對し 謝意を 表す。 

2600 年 7 月 16 日 


陸大 研究 部 


づ信賴 し 得る と は 一般のを 論で ある。 

ん この 簡單な 一書が 導き J となつ て將來 新し 
い戰爭 術が を々 の 部門に 於 て， 急速に 硏 をを 
られる 事を 望んで 已 まない。 i 

5. 思 ふに 總 てのものは 水の 流れる やうに 流 I 
轉 して 已ま ホ お 術 も 亦 其 選に 漏れる 譯 には ！ 
巧かない ので ある。 小銃 や 蒸 氣機關 の發明 i 
'が 戰爭 術は 固よりの 事 化 上 萬般の 事に 大ぞ ； 

新を 齋 し 幾 多の 國 家の 興亡を なた やう に， 今 : 

( 

日は 飛行機 及戰 車の 發 達が それと 同じ 事を ！ 
あめて 居る ので ある。 1 

も 波 蘭 滅亡の 跡を 尋ねて 過去の 戰績の 花に ； 
醉 ふて がしい 改善に 努力し ない 軍隊は， 百年 
膊を嚼 む も あばない 目に 會ふ 事を 痛感す る i 
み 第で をる。 

7. 本書の 記述は 達意を をと し努 めて 平易の 
文を を 用 ひた。 又 お あ， 人 を 等 固を を 詞は固 
ちの 綴を 用 ひた。 尙織 謡は 旣 をの 材料に よ 
らず獨 逸軍發 表の 原文に よ り 新に 當 部員が 
巧つ たもの でに 餘 誤謬 を 巧し 難い。 



爭か琼 因 


波 蘭戰爭 啤 其ち をを Versaill が， 鞭 約に 發 する。 

當 時敗戰 C ^ 逸は 波 蘭の 爲を演 大な上 地と 
人口と を 失 巧;;’ 中で も獨 逸 木 の 夢にも 忘れ 
る 事の 出來な ドを は， 人民投票 j の 結 巧 等に 頓著 


なく， 上部 Schl が ien の 工業 地帶 た實 質的には 獨 
逸 都市 である Danzig 港を 婉ぎ 取られを 上 に， 波 
蘭 廻廊 地帶 を 作つ て お Preu が en 凍/プロ シヤ) を 
獨 逸本 國か ら 々驟 して 了つ た 事で あつた。 

爾來 波 蘭は 巧佛側 に 化つ て， 獨 逸 包 圍陣の 一 
綴を 成し 獨波お 國の關 係は 極めて 險惡 な狀態 
を攒 けたので あつたう';， HitI が が獨 逸の 政權を 
握る や， 彼 は國 巧の 整備と 國 力の 充赏と を忿巧 
とし 1934 年波 蘭の 巨人 P む U か ki 元帥と 10 年閒 
の 不侵略 條約 を 結んだ のでを ク た。 

しかしながら 波 蘭の 獨逸 排撃の 努力は， 或は 
Danzig 港の 疲弊 政策と ミ ひ， 或はを 波蘭獨 逸人 
の壓进 とま ひ 膳 に 陽に 綾 けられて 居た。 


略’ 字參考 

本書に 使用した 略字は 制 式 軍用 略を はもの 儘 
用 ひて ある*. 

卽ち A 軍 

C 軍團 

D .師團 

KB 騎 兵旅團 


化 次の ものは 便宜上 用 W たもので ある。 

軍集團 GSD 

装甲 軍團 SKGD 

装甲 師團 SKS 

又 時刻を 記す のは 便宜上み の 例に よる， 

六 時 二十 五分 06 Z 25' 


お 量を 示す 數 字は 通常 お 弧內に 入れて ある 事 
は規 をの 通で ある. 
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第二 開戰 前の 外交 巧 渉 

波 蘭に 對 する 獨逸 のがな 外交を 渉の 化 切は 
Su お ten 閒 題 解決の 直 後， 卽ち 1938 年 10 リの 事で 
ある。 其 時の 條 かは Danzig を 政治的には 獨逸 
に屬 ホし め， 經濟的 には 依然 波 蘭 の暢 越を 認か 
尙 波 蘭 廻廊を 横切る 治 外法 權 のな 動 巧 道路 及 
鐵 道を 設く る 带旌に 現が の獨波 兩國閒 の國巧 
をが を 的の もの と 認も期 行の 獨波不 俊 略條約 
を 巧に 25 年 閒延す 事を をむ もので をつ た。 

超えて 19：39 年 1 月 甜 tl なは 波 蘭 化 相 B が k 大佐 
の 伯林 來訪を 機と し自 ら此條 件を 持ち出 した。 

然レ 乍ら 當巧 Pilsudsky 元帥 は旣に 死し 其の 
事實 上の 後繼 おでを る かお Sm が y 元帥を 始も 
波 蘭 政府の 耍 人達に 反 獨の氣 勢 强 < ，獨 逸の 提 
言は なれられな かつた。 

其 後 波 蘭 內に獨 逸人 虐巧 事件が 頻 々と 起つ 
たの で， 獨 逸 政府と しては 事態を 化 巧して お < 
譯に 行か ホ 3 巧 21 日 改めて 波蘭侧 の 注 感を唤 


所が ナチ ス獨 逸の 隆 々たる 勃興は 相 腫いで 
巧 太 利 及 Ts 沈 e 沈 0 の 併合に 成 巧 しぶに Hid がは 
其餘 勢を 驅 つて Velsam が 條 約の 不正を 嬌 正し 
且は獨 逸の 生を 圈の 確立の 爲に國 民 多年の 熱 
望で ある 波 蘭 問 趣の 解かに 乘り 出した ので あ 
る。 
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之に 對し Hitter は， 8 巧の 日 返書を なて 獨波制 
の 危機の 眞 相を 說 明し 波 蘭の 態 巧は 英國 のを 
持に 因る もので をる とのな 解を 述 ベ， 如何なる 
困難を 排 しても 獨 逸の 生活 權を雜 護す る 旨を 
答へ た。’ 

之よ り 先 英佛は 蘇 職 邦と 結んで 對獨 包國陣 
の 結成に 努めた が减 巧を 見ない 間に 獨 逸は 多 
年のを 蘇 的 態度を 一擲し て， 素早 く 蘇 聯邦と 不 
[; 侵略 條 約を 結び， 夕 巧の 日) 世界の 耳目を 驚かを 

t 

i た。 

I か < て英獨 間の 關 係は 惡 化の 一方を 辿っ て 
• 行っ たう;， 8 巧 25 日英 國 大使 Hende だ on は 陆 tier 
t に 面 會し英 國の對 波 蘭 援助の 義務は 濁 蘇 間の 
: 新條 約に よって 何等 變更 を來 さぬ 旨を 通吿し 

! たが， Hitler は獨 逸の 化 活に 係る 對波 要求は 斯 
る通吿 では 變化 はない と應酬 した ボ ，此 日英 國 
! は 遂に 英波 相互 援助 條約 に 調印した。 此間 Hi- 
tier と佛國 首相 Daladier との 間に 親書の 往な ボ 
I あった がぶ も 緊迫し た 情況を 緩和す る に 何等 
I 役立たな かった。 


起 し 成 る 可 < 速に 問題の 調整の 必耍を 力說し 
Be 浊 外相の 化 林 來訪を 求めた が, 當 時旣 に英國 
の 波 蘭 抱き込み 策が 巧を 奏して 居た ので Be 浊 
外相は 伯林には 行かずに を 對に 倫敦に 赴き， 在 
伯 林 大使を して 却 つて 獨逸侧 に對し 自重の 必 
耍 ある 事を 營吿ホ しめたの である。 

かく て 時日 の經 過と 共に 獨 波間の 關係 はみ 
第に 緊張 し 波 蘭 內に獨 逸人 虐殺 事件 等が 起つ 
て 物情 騷 然 たる 時 Danzig 巧 にがて Danzig 市と 
波 蘭との 双方の 國 境稅關 監視 吏 間に 衝突が 起 
り， 波 蘭は 8 巧 8 日 Danzig 參 議院 議長に 對し 期限 
附の 通牒を をつ た。 なにが て翌 8 巧 9 日 獨逸政 
府も 伯林 お 在の 波 蘭 大使に 對し波 蘭の 行動に 
關し 注意を 促した。 . 

かく て 事態は 益く 急 遇しを ろ;， 8 巧の 日英 國 
首相 Chamberlain は Hitler に 親書を を り， 英國 政府 
は 波 蘭に 對し 同盟の 義務を 行 ふ 固い 決んで あ 
る 事を 述 ベ， 獨波 間の 紛爭を 平和 極に 外交交渉 
によ リ國際 的 保障の 下に 解かすべき 事を 力說 
した。 
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る。、 


9 月 1日 の 夕方 溪佛 兩國の 大使は， 獨 逸の 外相 
R 化 b のむ op に面會 して 同文の 通牒を 交付 して 直 
に獨逸 軍隊を 波 蘭から 撤退すべき を耍ホ しを 
れられ ない 場合に は， 波 蘭に 對し條 約 上の 義務 
を 巧す 旨を 通吿 しを。 义か太 利 首相 Mussolini 
も， 卽 時停戰 して 國際 會議の 開催を 拐-案 したが， 
英國は 之を 一 織した。 

獨逸 膺懲に 關 する 英佛の 化感は 極めて 堅く， 
兩國 大使は 9 月 3 日 獨逸政 巧に 對 し， 9 巧 1 日の 
通牒に 對 する 確約を 11 Z 0 が 迄に 得ない 場合に 
は 兩國の 問に 該 時刻な 後 戰爭狀 態のを 在す る 
旨 を 傅へ た。 

獨逸 側と しては 固よ り 之に 返答す る 答 もな 
く， か < て 第二み 歐 洲大戰 は聞始 せられた ので 
をる。 


巧國な がは 8 巧 泌円聲 明 を 蟹し， Hitler の 8 乃 
25 日 の聲 明に 對 し 波 蘭 政府が 獨 逸と 直 お交沙 
のな 志 ある 事を 傳 へたの で， 獨 逸な 府は 8 巧 30 
口 迄に を權 をを する 波 蘭 代表の 到來を 期 巧す 
る 巧 を 答へ たが， 30 日 になつ て も 波 蘭 代表は 伯 
林に 到 著せ ず， 而も 其 閒波蘭 が 軍隊の 總 動 貝を 
令した 旨の 報吿を 得て 形勢は 俄然 緊張 した。 

8 巧 31 日 午後ぶ 化 林 波 蘭 大使は 獨逸 外相を 
訪ね て， 波 蘭 政府が 獨 逸との 直接を 涉に關 し 巧 
意を なて 證議 中の 旨を 傳 へた が， 獨逸 外相は 同 
大使に 對 し獨 逸の 提案に 就 てを がする 權 限を 
有する か と 尋ねた 所， 同大 使は 之 を 否 おした。 

そ こで 獨逸 政府は 此 危機一髪の 際连 し < 外 
交を 渉に 時日 を經 過す るの 危險 なる を 認め， 8 
月 31 日 夕囊に 25 日巧國 大使に 示 した 交渉の 基 
礎條件 十六 箇條 を發表 し且 波 蘭 軍が な eiwitz の 
無線 化を 所を 興擊 したと 稱 し旣 に 十二を に戰 
略 展閒を 終つ て 待機して 巧た 陸 海を の 三軍に 
對し 9 月 1 n ホ 明 をはて 歐乎波 蘭に 進入を 命 
じ， なに 波 蘭戰爭 の蔬が 切つ て 落された ので あ 


第 s 波 蘭 軍の 兵力， 部署 及を 圖 


(A) 兵力，^ 制 及 裝備の 大要 

波 蘭の 地勢を 位置は 國防上 甚だ 困 錐な 爲ず 
時から 軍備の 爲に其 ly ■政に 比 し不相 應な 支出 
} (約 50 W を續 けて 居た。 . 

^ 巧 平時 兵力は 陸軍に 於て 
I ホな 師圃 30 泡 2 大験) 

騎兵 旅國 約 10 

壺砲お 聯隊 10 

I で 其總お カホ お 聯隊 90 (274 大隊)， 騎兵 聯隊 40 
创〇 中隊)， 砲 お 聯隊 44 (152 大隊) であった がぶ が 
政が 豐 かで 無 < ，工業 力 も 亦 十を でない 热 軍の 
近代化は 不十 みで 機械化を 團の 如き も 不完を 
な もの 1 箇 をを する 丈け た戰 車 大隊を 部で 倦 
に 8 大隊を 有する に 過ぎな かった J 

元來波 蘭は 其 地形の 特質 上 主と して 巧歸庚 
を 重要視し 機械化 部隊は 其泥淳 巧の 關係上 到 
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露 人 Uklaina 人 等の 混合 で， お 员の約 40 % が異民 
族で ある 關係 止國結 力が 菊い 事と 統帥 部の 能 
力の 低い 事と で あつた 

又 波 蘭 軍の 最高 指揮 宵 民が z-Smigly 元帥 も 化 
してを 能な 指が 巧で はな かつた。 

築城は 近年 S 加 だ ien の舊獨 逸領の 中央を 南 
化に 貫いて W が the 川の 線に 沿 つた 地域に 西 面 
し てぶ 化 方 Narew 川 の 線に 化 巧 して Beton 製 
乂點を 配す る 築城 線の 維 築に を 乎し たが， が規 
お， お雖 おに 萍 弱た 其 工事 も 漸 < 緖に 就いた ば 
かり で， 槪 して 帶 弱な 一線を 成す に 過ぎな かつ 
たの は， 波 蘭 の 平素の 豪語に 對照 して 甚だ 怠 極 
と 謂 ふべき である。 

义游 軍は Hela 半岛の Hela 雑 及 Gdin が 打 避を 根 
據と して 驅逐艦 潜水艦を 5 を 基を とする 微弱 
な ものを 持つ て 居る に 過ぎな かつた。 

( B ) 般蘭軍 〇 企 圖及部 著 

波 蘭は 束に 蘇 聯邦を 控 へ， 西に 新巧獨 逸と 境 
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底 十み な 活動は 不可能で ある との 見解で あっ 
ん ' 

波 蘭 軍の 戰時 動員 兵力は， 一倍 半 動員と して 
約が 師團 （兵力 150 鴻 乃至 200 萬が 最大限と 判斷 
せられた。 

飛行隊は 飛行 6 聯隊を 3 飛行 國に編 合して 
ゐ た。 波 蘭の 所ち 飛行機の 總數は 約 1700 機と 
唱 へられぶ 內爆擊 機 約 180 機， 驅逐機 約 400 機, 
化 察 機 約 120 機 等で をる がぶ < は舊式 機で あ 
った。 

防を には 機械化 された 防空 聯隊 1， 獨立 防空 
大隊 6 を あ し 重 •輕 高が 跑を約 200 門を 持って 
巧た あ 其 數あ素 巧は 共に 不 十み である。 

波 蘭 軍の お 員の 素質は 一般に 低 < ，愛 國ムに 
於 ては 相當 兌るべき ものが あった がぶ 軍事 訓 
揀は低 か った。 而も 波 蘭人は 感情的ろ 事態を 
が 靜に觀 をす る 沈 著を 缺 き， 從 つて 獨 逸の 戰力 
の 判 斷の 如き も 正 鶴を 失 し矯幢 自霉の 風が あ. 
った。 - 

特に 波 蘭 軍の 弱點 I は， お ± が 波 蘭人な 化に 白 
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阻止す。 

西南 軍 （ Tschenstochau 附近） 

伍 務は獨 逸 軍の な 入を 阻止 し且 上部 
Schl が ien の 工業 地帶を 掩護た 

巧す 方 軍 I ' Krakau 附孤 

巧務は 西南 方 及 お 方 におして 獨逸軍 
の 侵入を 阻止す。 

其 化 東方に は蘇踰 邦に 對 する 國境 陣地 帶に 
若干の 兵力 が 配 超 されて 居る。 

總豫備 （ Warschau 附近） 

な 上のを 兵力 合計 約 40 師 團 ，を 力 お 撕 0,00 0 巧 
外で ある。 . 

卽ち波 蘭 軍は 共のを 力を 西方 遠く 推 池して 
成る ベ <長< 廻廊 お帶及 S 加が ien 地力 壺 工業 
地帶を 確保し つ 、英 佛侧の 協力を 期待 したの 
である。 

然し 元 來波蘭 軍の ま 力は 蘇 聯邦に 對 する 谅 
Bre が 南 化の 線に 東面して 配置され て 屑-たので， 
之を 獨波國 交の 緊張に 化つ てな に 西に 轉巧さ 
せぶ で 獨蘇 不侵略 條 約の 締結を な て， 再 びその 
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を 接し 而も 南方の Karpaten 山脈 及 東方の 阳 pet 
河哗 の大濕 地帶な 外は 化 形 上 敵を 阻止す るに 
足る 耍線 なく, 其 國防的 立場は 極 めて 困 錐で あ 
った。 特 に獨 逸からは 化 巧. 南 の ミ 正面 を戰略 
的に 包圃 せられて 屑 り， 之に 對 する 作戰は 至っ 
て 困難で あ り， 波 蘭の 賴む 所は 一に が佛 が 適時 
に 救 挺して おれる 事て あり， 义 一 ■っは 惡 天候の 
爲に 高度に 機械化 されて 居る 獨逸 軍の' 巧 動が 
阻まれる 事であった。 

8 月末 波 蘭 軍は 大體 次の 如 < 戰略展 閒に努 
めた。 

化 方 軍 （Mlawa 脚 あ 巧 一部は Suwalki にだ 

り） 

巧 務は柬 Preussen から 倭 入す る獨逸 
軍に 對し巧 が Wars 浊 au を 掩護た 
廻廊 軍 （Thorn 附近 軍 司 宵 Bortnowski 將 軍) 
だ- 務は波 蘭 廻廊を 掩護ち 
Posen 軍 （Posen 附近， 軍 司々 巧 Kutrzeba 將 
軍で 最大の 軍で ある） 

任務は が 化 •南 に 對し獨 逸 軍の 倭 入を 
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第 四 獨逸 軍の 兵 か 部 著 及を 圖 

( A ) 兵力， 編制 及 装備の 大要 

獨逸 陸軍の 平時 お 力は 當 局の 發表 によれば， 
の お 年 春 

步 兵師圃 な nfa が erie - Div .) 39 


裝 甲師國 （ Panzer - Div .) 5 

輕师圃 （Lei 沈 te - Div .) ..4 

山地 ■師國 （ Gebirgs - Div .) 3 

計’ 51 姉國 


と稱 して 居を が， 動 員 時は 約 130 師 國と豫 想せ 
られ た。 然 し 開戰の 場合， 東方に な 勢を 取る 際 
にも 其 內相當 の 兵力を 西方に 配置す る 必要 あ 
る 事は 勿論で ある。 

師圃挪 逸 軍師 團の 編制の 大要は 嗜隊 指揮 J 胞お 
2596 年娜 譯出赋 附記に 在り は 通常 3 箇を なて 
軍 四を な し裝 甲師國 ( SKS ) は 軍直韓 とする も 時 
として 軍團 に配屬 せらる、 事が をる。 空軍は 
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一部を 東に 歸す等 部 像の 移動 お 亂を極 か 動員 
ホ 完結を ホ 萬 事不 準備の 間に 獨逸 軍の 電擊的 
な 攻擊を 受ける 事と なつた ので ある。 


a . 陸軍 

陸軍は 陸軍 長を Von Brauchwitsch 上級 大 將滲 
謀總長 Haider 砲兵 大 將:總 指が の 下に 南. 化 2 箇 
の 軍集國 ( GSD ) を 編成 した。 

其 指揮な 及 お 力の 槪要 次の 如し 

南 が D 司々 な von Rundstedt 上級 大が 

參謀お von Manstein や將 

14. A (約 12 師闊） 

軍 司令な Li が 上級 大將 

10. A 胸 20 師國） 

軍 司令な von Reichenau 砲 お大將 
8 . A (約 9 邮國） 

軍 司令な Blaskowitz ホ 兵大將 
化 GSD 司令 宵 von Bo 浊 上級 大が 

參謀長 von Salmuth 中將 

ん A 御 10 師團） 

軍司令官 von の 口が 砲 お大將 
3. A (約 8 師函） 

軍-司令 巧 von 脚 加 er 砲 お大將 
外に 裝甲 師國 ( SKS ) 4 乃至 5 箇 使用 せら れぷ 
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1939 年 春 た ホが ho 併合な 來其 組織を 改 かを 軍 
を 4 を 中 艦 除に みち， 第一線 機は 約 8,000 機で 其 
約 半數が 重爆 舉機 であった。 

獨逸 軍の 特長は Friedlich 大王な 來の赫 々た 
る歷史 と傳統 とを 誇り， 特に 統帥 部の 傳統 長く 
而も 能力 高く， 兵 貝は 志氣 旺盛 で， 國主恢 復の熱 
盧に 燃えて 居た 事で ある。 特に 獨逸 軍の 强味 
は 其 陸 •海 唾 = 軍 の 指揮が 一手に 統一され て 居 
る 事と， 其 裝備が 三軍 共に 至って お 銳强剛 であ 
り， を 軍あ裝 甲兵 國等 近代的 軍備が 高度に 發達 
して 居る 事 と， 統帥 思想が 舊套 を脫し 斬新で を 
る專 でを っを。 

( B ) 獨逸 軍の 企圖る 部署 
ん 獨逸 軍の 作戰 方針 

獨逸 軍の 作戰 方針は Wei 沈 sel 川の 西 侧地區 
にがる 波 蘭 軍の ま 力を 包圃 的に 攻擊し 其 退路 
を 遮 り， 之を 磯滅 する に 在っ を。 

を 部署 
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c . 海軍 

海軍は A 化 recht 海 i 大將 麾下の 東海 艦隊を 
なて 開 戰 前から Danz お 灣を野 鎖した。- 

ん兩 GSD の 任務 
南 が D 

ま 力 軍を る Reichenati 軍を なて 拉 euzburg 邮 
近の 地 區を發 し 柬化方 Wei 沈 sel 川に 向 ひ 突進 
する。 

List 軍は Reichenau 軍の ホ 翼を 掩護す る爲に 
上部 Schlesien がら と' 西 Beskiden か ら柬に 前 巡し 
先づ同 方面の 波 蘭 軍を 拘束し 後 Slowakei う、 ら 
化 面して 進入す る 部險と 協力し で 敵を 包圃し 
爲し 得れば 敵の 柬 方への 退路を 遮斷 する。 

Blaskowitz 軍は Reichenau 軍の 左 冀を拖 護す 
るな に Breslau の 東を 同 じ < 一般 方向を W がを 
chau にと つて お 次して 遊み， Posen の地區 にを 
る 波 蘭 軍 主力が Reichenau 軍の 翼 侧に向 つて 攻 
擊 しを 場合には 之に 對應し 之を 巧 止す る。 


化 GSD 
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の 主力は 染 結して von Reichenau 軍 (10. A ) に义其 
の 一部は を List 軍 ひん A ) な von Klu が 軍 (4 •がに 配 
風せられ た。 （化し von KIu が 軍の 涨 S は 後 von 
Kdchler 軍 （3. A ) に轉屬 された。） 

6. 空軍 

を 軍は G か ing 元 帥 (參 謀總お Jeschonnek 少 將) 總 
お 揮の 下に Berlin な Wien の 兩を中 艦隊を 用 ひ, 

先づ 速に 波 蘭の 空軍を 擊滅 し 制空 權を 得ん と 
しを。 

第 1 空中 艦隊 ■ 

司令官 Kesserling 脱を ぉ大將 
第 4 空中 艦隊 

司を を L 她 r 航 •を 兵 大瞄 

其 お 力 約 250 中険 ，約 2500 機で 其內驛 槪耍次 
の 如し。 


盡媳擊 機 

1，600 

輕燃擊 機 

300 

戰閒機 

1 加 

侦察機 

— 500 
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第五 が 戰經過 

第一 期 _ 突 破 （9 巧 1 日一 6 日） 

ん 突破 經 過の 槪耍 脯圆 1 一 4) 

旣に 記しを 通り 挪波 間の 關 係は 外を を 渉を 
なて 到底な 開す る 事 不可 ■能なる 狀 がに 至つ た 
が獨 逸は 遂に 戰爭を 化な し 波 蘭が 獨逸領 Glei - 
W お の 無線 放送局を 襲 ひ， 直 獨逸領 を拖擊 した 
と稱 し旣 に 周到に 準備した 兵力を なて 9 巧 1 曰 
05 Z 45' 波 蘭 進入を 開始 した。 

南 GSD 

南 GSD に 於て は 1 ん A は 其 外 翼に 巧つ た 「山 
地 部隊と Slowakei 軍隊の 一部と をな て 突然 Bes - 
kiden 山地の 出口 を 奪つ たの でぶ によつ て MS - 
hrisch-Os れ au — Ratibor の 線から Krakau に 向 ふ 部 
隊は大 なる 支援を 受ける 事と なつた。 やがて 
Neu Sandez が獨逸 軍の ホに 歸 したの で 破 蘭 軍 
は 著し < 南冀の 危險を 感じ， 9 巧 6 日せ 都 Kra - 
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KIu が 軍を なて 最短 期間に 柬 Preussen との 逆 
絡を 恢復し Bromberg と Graudenz 間で Weichsel 川 
を 渡河し 柬 Preussen から Graudenz に來援 する 
部隊と 共に 一般 方向を おにと り 南 が D の 化 方 
翼と 述繫を ホめ る。 

Kiichler 軍は 柬 Preu ぉ en から Narew 川 及 Bug 
川 を 超えて Weichsel 川の 東で Rei 浊 enau 軍と 速 
繫を ホめ, 且 Warschau を 束から 包圃 する。 

をし な 蘭 軍が Weichsel 川を 超ん て 退却し 得 
た 場合には San 川 及 Bug 川の 東で 之を 捕へ る I 
事を 巧め る。 


ム A は旣に 9 巧 2 日 Brahe 川の 線 を 超ん， 9 巧 
3 日には 早 < も Graudenz 西南 方の Weichse ] 川に 
達した， 9 月 4 日 Kulm 附近で Wekhsel 川を 波 •川 
したが， Hitler は 其 渡河を 視察した。 その 巧 Grau - 
denz は柬 Preussen か ら 前進 した 3. A の 一部に よ 
つて 占領さん 茲 にん A と 3. A 間 の 速繫が とれ 
子 こ。 '9 巧 6 日には Thorn - St ; rasburg 逆を 超ん た。 

この 行動 間 廻廊 化帶に 居つ た 波 蘭 軍は 退路 
を敞 たれ， Tu か el な 荒 化 （ Tu 沈 el だ Heide ) 附近に 婿 
お し 解 園を 試みた が 結局 失敗 し 脚師闊 との 騎 
兵 旅 画と ボ 磯滅 されて 了 つた。.' Gu ぉ rian が 草 
の おがす る裝 甲を 闽は 此戰岡 に參加 L ， 戰 巧を 
揚げた。 

3. A は 激戰を 交へ ながら Mlawa ， Przasnysz , Cie - 
沈 anow を 經て前 遊し Pultu 浊及 Rozan 間の .Narew 
川の 線 に 到 著した。 この間 波 蘭 軍の 騎 をは Tre ル 
burg の 化で 獨逸 領內に 侵入を 企圖 した が 国境 
守備隊が 之を 擊退 して 了つ た。 - 


空軍 
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kau を 抛棄した。 

か、 る 14. A の 作戰と 一方 10. A の 前進と によ 
つて 獨逸 軍は 上部 S ホ lesiefi のエ 業 地 帶を戰 闘 
をを へる 事な < ，易々 と して 其のず 中に 化め る 
事が 出來 た。 

10. A は 其 ホ 翼を なて Tschenst : o 沈 0U 東南で 波 
蘭の 7. D を 彌滅し Kielce を 巧り ， Lysa Gora 山 化 
に 突入して 行つ を。 又 其の SKS は Radom ホを 經 
て， 9 月 6 日 Piotrkow に 達した。 

8. A は 左方に 深 < 梯 ホの 隊形を とり ながら， 
Ker 叩 en 附近の 地區 から Sieradz 兩侧の Wart he 川 
の 線に 前進し Sieradz 化侧 で 巧に 同 河の 渡河 點 
を 奪取 し 次で 堅固な Warthe 川の 線に 沿 ふ 築城 
を ホ 略した。 か < て 同 軍は Lodz 西方 30 km の 地 
區に 達し 义 其の 左に 梯 次した 部隊は 夫々 Ost - 
rowo . K の toschin な Li が a の 諸 巧 を 占領 した。 

北 が D 

化 GSD に 於 ては 全力 をな て Bromb が g — な au - 
か nz 間の Weichsel 川 の 線に 向つ た。 
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迄 持久 的の 遐 避に 努めて 居た が遂 に 敗退の 狀 
態に 陷り 政府は Warscliau から Lublin に 逃避す 
るに 至つ た。 波 蘭 統帥 部は 獨 逸 軍の 電擊 的な 
擊の 前に 爲す 所を 失 ひを < 受動に 陷り Posen 附 
泣に 居つ た 其を 力は 自己の 退路の 危險 から 化 
又は 南に を擊 する 自 田を 失 ひ谦 に 向つ て忿速 
に 退却に 就いた。 
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兩を中 艦隊は， 電擊的 行動 をな て 波 蘭 軍の 飛 
む 場を 襲擊 じ义 空中 戰 闘に 於て も大 をる 成功 
を 化め た。 そして 二日 間を むて 波 蘭の 全 空域 
を 制して 了つ た。 

從 つて 波 蘭 空軍が 獨逸領 を 空襲す る 力は を 
< 無くなつ て 了つ た。 义 空地 連絡は a 想 的に 
巧 はれ， 9 月 3 日 ^^^來爆擊隊のを力 は敵の後方 
述絡 •鐵道 •停車場 •軍事輸送， 橋梁 等を 攻擊 したの 
で， 波荫 軍の 作戰及 補給は 大 なる 支障を 生 じ， 支 
離 滅裂に 陷 つて 了つ た。 又 偵察隊のを 力は 有 
利な を 料を 地上 軍に 致 した。 

海軍 

海 軍は 練習 艦 Schl が W お Holstein をな て Danzig 
潘の 一角 W が ter がが ぉ の 攻略に 有力に 協力 しぶ 
化の 海軍 飛行隊 及 艦艇を なて Hela 半島の 諸 要 
塞. 政 Gdin が n の 攻略に 任じ， 波 蘭 艦隊は 截滅せ 
られ た。 

か < て 9 月 6 日 には 作戰上 一大 轉 機を 生じた。 
卽 ち波葫 軍の 抵抗は を 所で 巧 ■破せ られ ，この 日 
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挿圆第 2. 



1939 年 9 巧 2 日 の載況 
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挿圃第 1. 



1游9 年 9 巧 1 日開戰 直前 兩 軍配 置妄圖 


26 


» 




南から 山脈を 超えて 前進した 部隊は Neu - 
markt— Su か a の 線 に 到 著した。 

M 化 risch-Ostrau の 南方では Teschen 附近で 01 の 
川 を 渡つ た。 

工業 地 帶のお 方では Kattowitz の 商 地を 前進 
中。 

Schlesien から 前 池 した 部険は Tschenstochau 及 
巧 化 方 化 區に向 ひ忿進 中。 

廻廊 地帶 では-巧 がは Brahe 川に 接近し Nakel 
附近で Netze 川に 速した。 

GraiMenz の 前面では 戰闘 行は る。 

柬 Preussen から 前 盤した 部隊 は， 深 < 波蘭領 
巧 に授 入し 戰閒 中で ある。 

を 軍は 本 H 反故- 出動 して Rahmel , Put ; zig ， Gi ’ au - 
denz , Posen , Plock , Lodz , Toma ' szow , Radom , Rura , 
K お towitz , Krakau , Lemb がる Bre が 、 Terespol の 各 
波 前 飛行 場の 軍事施設 をな 擊し 之を 破壊し 
た。 

又夕數 の爆擊 除は 有効に 地上 軍の 進擊 をち 
援 した。 
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之 9 月 1 日一 7 日の 作戰經 過に 關 する 獨逸軍 



總 司令部 日々 の發表 
9 月 1 日發表 

獨逸 軍は Schle お en , Pomm げ n 及 東 れ eussen か 
ら一齊 に作戰 行動を 始 かを 戰線共 本 日豫期 
の戰 巧を 得た。 

Neu Sand が 方面の B が kiden 山地 



~ 30 — 



JUU 献' 



波 蘭 西南 角 

1 が‘: •ょ- 
な 冶碱卿 な 

女-. が.'^ 

ぶ eutWtiQy :、 

ぶかが かか ••、:, 論 

ながが. 在 クん .； -■' '； 〇 
g 呼 化； 顏抑 なち〜 へ 

イ换 お。 リ 

〇 ぶ ダ かか 


ブ じた 〇 


xioihunf 


Pless を 占領した。 

そ の 化 方では 义點 
をを する 陣地 線を 
突破した。 ’ 

工業 地帶の 化では 
War ね 巧に 近接 中。 

裝甲 部隊は Tschen - 加が 舶" 

が ochau 化 側を Ra - 
domsk に 前進 中で 
Wielun を 占領し 文 
Kempien を 越えて 前 
進した 一部は Sieradz に 向 ひ 急進 中。 

Pommern か ら 前進 した 部隊は Br 沁 e 川 を 通過 
し 先方 部隊を なて 猛烈に 突進し Graudenz 西 
南方 We た hsel 川に 達した。 

かくて 東 Preussen から Graiuienz 方向に 向つ た 
部隊と 殆 んど述 絡し 得る やう になつ た。 

廻廊 化 部に 在る 波 蘭 軍の 一部は 遮 節せられ， 
獨逸 軍は Tuchel が 荒 地 嫌 林) の 掃蕩を 實施も 
東 Preussen から 巧に 向 ふ攻擊 は計盡 通り 開 


.巧が' ん 

ん ，'う ぶな な 

I —‘ の' 一； \ ぉ* 娜ち 巧户 

ド 論^ 

みが: 筵 嫂 鱗 化。 
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か < て獨逸 空軍は 中部 濁 逸を 西部 獨 逸に 强 
大な 兵力を すを 超せる に拘ら ず ホ 日波 蘭の 制 


空權を 巧た。 

獨逸お 軍の 一部は Danzig 灣を卦 鎖し 且柬海 


の 安查を 確保す。 

Danzig 港に せる 練習 鑑 S 沈 leswi を Hols 始 n は 波 
蘭 軍の 占據 する West なが atte をが 擊 中。 

Gdhi が n では 其 軍港を 爆擊 した。 


9 月 2 日發表 

巧 一報 

獨逸 軍は 9 巧 1 日 午後から 本 2 日 早朝に 豆り 
を戰 線 有効な 前 遊を 繼續 中。 

Jablunka | l ! をは 迅速に 奪 巧した。 

を おは 波 蘭 巧 飛行場を な擊 し 之 を 破壊して 
夕數の 飛行機を を滅さ せた。 

第二 報 

獨逸 軍の 前進は を 正面に 互り， 更に 迅速なる 
成 巧を 化め た。 

部 Schl が ien の 南方の 部隊は Biala に 近接し 
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Danzig 灣 沖の 海軍は Hela 半な の 防禦 設備 及 
Hela 軍港を 砲擊 した。 

又 海軍 飛行隊 も屢 e Gd わが n 軍港を 爆擊 した。 

9 月 3 日發表 

9 巧 2 日 午後を 木 3 日朝 獨逸 軍は を戰 線に ぶ 
リ波蘭 國內深 < 盤擊 中で む chensto 沈 au を 占 
領し Wielun 東方で War the 川 を 渡河した。 
廻廊 に 於て 後方を 遮颇 された 波 蘭 軍は 巧に 
向 ひ 巧 破を 試みを が 失敗し Bere がは 獨逸軍 
の あに 歸 した。 、 

9 巧 2 日獨逸 軍を 中 艦隊の 決を 的 成果: により 
獨逸 軍の 兩 空中 艦隊に 屬す る 諸 飛行 師國は 
完 をに 波 蘭の 上を を制壓 した。 

此等 諸隊は 目下 其お據 飛行場に 於て 巧 機 中 
でを る。 又 未だ 使 巧され ぬを 中 部隊は 依然 
其 飛行場に 待機 中で ある。 

、 東南の 戰 線では 獨逸 軍は 間斷 なく 前進し Ra - 
- domsko をお領 した。 


お 


I 始 せら れ ，獨 逸 軍は Przasnysz に 向 ひ 前進 中， 

獨 逸を 軍は 本日 波 蘭 巧の お 事 目 傑に 對 し電 
擊の な 猛擊を 行 ひ， 多 數の波 蘭 軍 飛行機は 空 
中戰で 擊破 せら れ ，义 夕數の 飛行場が 攻擊せ 
られ た。 就中 G が ngen , Lodz , Radom , Demblin , 
Bre か Terespo し Lublin , Luck , Golab , Warschau - 
Oked ら Posen - Lawica 等の 飛行場が 甚し いな 擊 
'を 蒙つ た。 

格納が のな 拇走場 にだつ た 飛行機 は 炎上し 
て 了つ た。 

尙 最も 緊耍な る鐵道 線路 を 破壊 し 敵の 輸送 
列 巧を 脫繰さ をぶ 退却 中の 行軍 縱隊 を爆擊 
した。 ' 

Skarzysko - Kamienna の彈藥 工場は 空中 に 飛散 
して 了つ た。 

本日 の 戰-裝 に よつ て 波 蘭 空軍は 最も 困 錐な 
る狀 態に 降つ たものと 判斷 される。 

I 獨 逸を 軍は 波 蘭を 止に 互り 絕對 的の 制空 權 
を 獲 巧し 今や 國 ± 防 衞の爲 の 爾後の 任務に 
應じ 巧る 狀態 である。 
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東 Preussen か ら池擊 し た獨逸 軍は Przasnysz 
を 占領した。 

波 蘭軍騎 おは Treuburg か ら獨逸 領內に 侵入 
を企圆 したが 擊 退せられ た。 

9 月 3 日獨逸 空軍は 軍事上 重要な 交通 施設を 
大 部隊の 輸送に 對 する な擧を をな した. 
爆擊機 及び 急降下 爆擊 機は 反復 活動し Sch- 
lesien か ら 前進した 部 除の 迅速な 戰果: の 獲得 
をを 易なら しめた。 

Kutno— Wa だ chau, Krakau— Lemb が g, Kie に e— Wars- 
chau, Thorn— DeuteclvE が aw 間の 鐵道 線路は 破 
壞 せら ん 列車の 脫繰燒 失及瀑 破を 多 < 認め 
られ た。 

Hohehsalza の 停 革 場は 根底 的に 破壞さ れ た。 
Warschau 近傍 Okecie で 飛行機 工場が 大破 
壞を 蒙り 同地に 待機 中の 波 蘭 軍豫備 飛行機 
は 悉く 破壊され た。 

Warschau 上を のを 中 戰で波 蘭 軍 飛行機 7 機 
を 氣 球が 擊墜せ られ たが， 獨 軍に 损害 なし。 

昨 3 日に 於け る 海軍の 戰 おも 亦 著し < ，濁; を 
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9 巧 4 日發表 

S 她 esien 及 同 お 南方から 前進した 獨逸 軍は 
Tatra 高地 化 方を 工業 お帶 南方を Krakau に 
おひ 退却 中の 敵を 急追 中。 

Pie が 東方では Weichsel 川の 渡河に 成 巧した。 
工業 お帶化 方に 於て は獨逸 軍は Koniepol — 
Karrdnsk の 線 及 Wielun 東 化 方 Warthe 川を 超 
九て を 却した 敵 
をを 擊し おが adz 
を おる 20 km に 近 
迫した。 

Pomm が n 軍は 强 
大な 兵力を なて 
Culm 附近 We た h - 
sel 川に 達 し, 化 部 
廻廊 內に 在る 波 
蘭 軍の 遮 歐に成 
功した。 

GraiKienz 耍 塞に 對 する 獨逸 軍の 攻擊は 東 化 
方 地區に 於て は堡壁 線に 突入した。 


波 蘭 西 化 部 
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化 方では 禪逸 軍の 爲包围 されて 居る 波 蘭 軍 
の 廻廊 部隊は 獨 軍の 鐵の やう な包國 を 巧 破 
しよう と 試みた が 到る 處で 失敗し 昨 4 日；^ 义 
來 絶望的 な 狀況を 認識し をと， 思 はれる 徴候 
ボタい。 

Grau お nz の 要塞 施設は 獨逸 軍の ずに 歸 した。 
Kulm 附近 及 同地 南側で Hid がの 目前で Wei か 
sel 川 を 渡河し た獨逸 軍は お 岸を 念 盤した。 
Mlawa 附 近では 東 Preussen の 部 隙は を個戰 
岡 の 下に 阿 巧 及 同所の 築城 施 設を 占領し 擊 
破され た 波 蘭 軍は 巧に 退却した。 

獨 逸’ 猫が は計盡 通り 獨逸 沿岸の 瞥戒を 行つ 
て 居る。 

を 軍は 制空 權を 確保 し 波 蘭 軍 飛行機 40 機を 
擊墜 しがの 巧 15 機は を 中戰闘 による もので 
おる。 

义波蘭 軍の 行軍 縱隊及 鐵な列 軍 群に 對 する 
を 襲に よつ て その 計晝的 退却 は 無効に 歸し 
た。 
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願逐 艦は お 盤に 礎 泊 中の 敵 艦に あ 効 I なが 擊 
を赏 施し 义 Danzig 禮 におつ た 波 棚が 潜水艦 
1 を舉 沈した。 

Gd わが n 及 H 舶に對 す る 空 鶏は 再興せ らん 
波 蘭 軍 驅逐媪 Wi ホが 號を擎 沈 し 敷設 艦 Giyf 
は 大巧 害を 受けた。 

9 月 5 日發表 

9 巧 4 R 獨逸お 方 軍は を 線に おり 敵 の 巧 おを 
破り， 引 綾き 前 遊 中 た 敵は を 所 で 大巧 擊を受 
け， 狠亂 して お 却 した。 捕虜 及戰 利な の 数は 
目下 尙 不明で をる。 

波 蘭 軍 7.D は Ts ホ enstoc'nau 柬 南方で を滅し 
司令部は 捕虜と なつた。 

南方では Krakau に 向つ て 猛烈に 追 擊中ふ 
W お owice 帕 近で Skawa 川を 渡河した。 又 其 化 
方では Jaworzno を 占領した。 

波 蘭 巧 は柬部 上部 S 加 esien 工業 地帶 から 忿 
に 撤退した。 

Sier が Z 附近では Warthe 川の 渡河を 强 行した. 
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した。 同 方 巧の 戰線 にが て 波 蘭 軍の 捕虜は 
10,00 0 ん戰利 砲 60 門に 逮 する。 

獨逸 空軍の 攻擊は 昨日 も 亦 敵み を 通 線を 後 
方述絡 線に 大 なる 支歷を 生ぜし めた。 
Zdunska-Woj も Skarzys じ 〇 , Tarnow 及 Wreschen の 
を 停車場は 燒央し 夕 < の 繰 路は 破壊され た。. 
波 蘭 巧 飛 巧 機は Lo か附 巧の 若干の 驅 逐 機の 
か はなが 絕對に 期れ ず， 獨領 に對す る 波荫飛 
巧 機の な 擊は哗 9 ；] 日 D 何處 にも 巧 はれな か 

つた。 

獨逸 おず: は 東 游で波 蘭 巧 潜 ホ 艦を 擊 化した 
がぶ は 巧 3 隻目 である。 

I 

9 巧 7 日發麦 

波 蘭 軍の お 却は 昨 円を 線に 互り 續巧 せらる。. 
柬方軍 の 諸 隊は巧 軍の 斷乎 たる 協力に 支 巧 
せら れ瓜 敵を 急追し を 所 に 之と 戰 闘を 交へ 
た。 ， 

南 波 蘭では Neu-Sandez を 占領し 同 巧 及 其 化 
方で Dunajec 川を 渡河した。 
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9 月 6 日發表 

波 蘭に 於け る獨逸 陸軍の 作戰は 9 巧 5 日計 藍 
通り 遊 砂した。 

山を 部隊を び 機動部隊は 廣正巧 をな て Bes - 
kiden の 化 出口 をな 略し Neu-Sandez に 向 ひな 

進 か。 . 

南な— 化から Krakaw に 向つ て 前述 £- した 部隊は 

波 蘭 軍を 同 巧 街に 壓 迫した， 

來部上 S 加 esien の 工業 地帶は 獨逸 軍の 有に 
歸 しぶに お 化では 午後 早く Checiny-Lopuszno 
— Pio れ kow の 繰を 占領 した。 

Silradz 兩侧 では 堅固な 乂點 陣地 線を 巧 破し 
引 綾き War 也 e 川の 柬 岸: till 區を Lo おに 向 ひな 
擊を纔 行す。 

Kulm あ Graudenz 附近で Wei 沈 sel を 柬 梓に 渡 

河し た 部隊は 敗 敵 を追擊 中。 

ホ Preussen から Mlawa を 經て刖 逆！ した 獨逸 
軍は Cichanow を 占領した。 

波- 瞄 軍は 猛烈 な壓进 をを け 南に 退却し 獨逸 
おの‘ 化述 部隊は Rozan 附近で Narew 川に 藻 
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又鐵道 施設， 停車場 及 橋梁に 對 する な 擊は依 
然續 行して 居る。 

Warschau 南方の Weichsel 川 の 橋梁は 爆擊の 
爲 破壊を をけ， 义 Wars 浊 au の 西 停車場は 炎上 
して 居る。 


が 


― が';* 卢 ^卜ん '甘'.- 'レ.， 二;‘:1 中. J ： 一. JJ/r も：！" 


獨逸 軍は 戰 闘を 交へ る 事な < Krakau を 占領 
し 則 sudski 元帥の 墓前に 敬意を 表した。 
义獨逸 軍は Kieke 占領 後 Lysa Gora 山地の 西 
部を 通過して 急進 中。 

义其化 方では Tomaszow 巧 な Lodz 巧に 接近 
す。 

化 みでは Graudenz 西 化 Tucheler 荒 地に 在る 波 
棚が 廻廊 部隊 の 殘敝を 掃蕩 中 で， 戰利 义 砲の 
数は 90 門に 達 し 波 蘭の 9. D ， 27 でな の 戰車大 
隊， （2) 獵お 大隊を Pomorsk 騎兵 师圃は 全滅し 
孤: 巧 おは 武 器裝 具を 拾て、 Wei 油 sel 川を 渡 
河 して 逃げた， 森林 巧に 拾て られた 武器 裝具 
の 数を 調查し 之を 囘收 する には 尙 数日 問を 
嬰す るな 这。 

Weichsel 川の 柬 では Thorn— Strasburg 道を 超ん 
て 前 池し Drewenz 川 に 橋 頭 堡を 設けた。 

化 Preussen から 前進した 部隊は Pultusk の兩 
側な Rozan 附近で Narew 川 に逮 した。 

獨 逸を: おは 昨 日 低を 飛行を 斷 巧して 泣 却す 
る 敵縱隊 をを 擊し么 を 壞滅せ しめた。 
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第二 期 追 擊夕月 7 曰一 9 日) 


ん 追擊經 過の 槪要 脯圖 5) 

9 巧 7 日 から 敗 敵に 對 する 追擊が 始まった。 
この 追擊 はがに 波 蘭 軍に 大抵 害を 與へも ばか 
りで なく， 寧ろ そのを 滅を 準備す る もので あつ 
た。 

卽ち波 蘭 軍 ま 力は Wei 沈が 1 川の 東に 下らう 

♦ 

と して 居る か ら ，そ の 前に 之を 巧へ て 之を 包圍 
する 必耍が ある， 

之は 單な る 正面 追撃では 期待し 得ら るる も 
のでは 無 く， 彼 蘭 おを 超越して 之よ り 前に Wei - 
ch が I 川に 到 著して を 線 を阻絕 する 必要 が ある。 

かう した 巧 動は 化 巧火戰 の 初め 騎兵に 期待 
せられた が 常時の 騎お は戰 力の 不十 みと 速度 
の不 化との 爲に巧 さ なかつ たので ある。 

然るに 今日は 快 速 部隊の 時 代で ある。' 円 動 
車 化 部 陵 及裝甲 部隊は 發 動機の 力を 十二み に 
利用して 波 蘭の 慘檐 たる 道路を 意と せ ち 波 蘭 
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めた。 

卽ち 14：. A は Gorlice-Tarnow の 繰を 超ん 9 巧 9 日 
夕を に Sanok — Przemysl— Jaroslaw 間の San 川の 線 
に 達した。 ， 

10. A の 右翼 方面では 軍圃長 Hoth が 軍は 其 軍 
國 のま 力を が、 て Lysa Gora 山地から 閒 斷な < 
迂囘 行動を 績 けて 民 adorn 東南 側 地 區に前 盤し 
同 地で 巧を Wechsel 川 に 巧け ながら 優勢な 波 蘭 
軍が Debl お 及 其 南の Weiohsel 川の 橋梁に 建し よ 
う とする 企圖を 速に 巧ち 摧 き， 而も 9 巧 9 n には 
攻勢に 顿じ大 な る戰 巧を 收 めた。 

10 .A の 他の 部隊は Radom の 包 固圈を 西から 
縮 か 又 同 軍の 左翼の 部隊は Lodz の 南を 經て盤 
み Ski が niewi が に 向 ひ， 义其 左翼 後に 梯 ホした 
部隊は Lo か を 占領した。 

沈 i げ niewice - Sochaczew-Kutno の 地區で は 破 蘭 
軍が 集結 して Wa だ chau 及 其 附近の Wei 沈 sel 川 
の 線に 達しよう と 試みた が 同所 では 旣に H か 
epner 將 軍の SKGD が鐵の やうに 固く 門 戶を閒 
して 居た。 
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軍を 迂囘 し 或は そ の 後 衞を擊 破し 波 蘭 住民の 
ゲリ ラ 的 行動に 屈せ ず， 前 進 又 前 進， 却 つて 波 蘭 
軍 主力から 追を さ れる やう な 形に なつて， Wei- 
chsel 川 に 到 著した。 

卽ち 9 巧 8 日 迄に 14.A のか 速 部隊は Tarnow 
R が SZOW , Staszow を經て Sandom お 口 附近 Wei 浊 sel 
川に 蓮 して 居る。 10.A では Hoepner 將 軍の 率ゐ 
る裝 巧軍闽 (SKGD) は Rawa を經て Weichsel ?可 畔 
Gora-Kalwarja に 巧 進し 其の Reinhai ■か が 軍の 率 
ゐる 邮圃は 9 月 9R 卽ち開 戰後八 ロ ロに 波 蘭の 
を 都 Warschau の 一巧に 突入し 同市を 西方 及 西 
南方に 對 •し 遮斷 して 了つ た。 

又 化 方では Guderian 將 軍の SKGD は 4. A か 
ら をれ て柬 Preussen を經て 軍の 最東冀 Wizna に 
山て 波 蘭 おが Wdchsel 川を 超ん て 逃げた 場合 
には Bug 川の 後方で 波 蘭 軍の 後方を 押 へよう 
とした。 

之 と 同時に 獨逸 軍の 徒 步師團 も 50km な 上の 
强 行軍を 行 ひ， 藍 埃 多い 道路を 前進 し 旣に念 池 
して 居る 快速 部 除と 相 待つ て 包 園の 完成に 努 


が 


巧 軍 が eimw 地]:) は 軍艦 S . chleswi を Holstein の 艦砲 
の拖 護の 下に 協力 して Wester がが te 在 る 勇 敢 
な 波 蘭 おに 對し攻 擊を繪 けた。 


か 


S.A は 9 月 9 日 一部を が、 て Lodz の 西を 化に 向 
つて Lenczyca 方向に 旋囘 し， 激戰の 後 Warschau 
に 向 ひ 退却 中の 波 蘭の Posen 軍の 中に 突入し 
た。 又 其の後に 梯次 する 化の 一部は Posen 州の 
巧 大な部 みを 占領した。 

4 .A は Weichsd 川の 兩 岸を 前進し 9 巧 9 日 西 
岸では Wloclawek の 西に 又 東岸では Drewenz 川 
の 敵の 抵抗を 打* 破して 巧〇 ホ の 西 化 地 區に達 
した。 

3 .A は 9 巧 7 日 其 左翼を がて Pultu ホ 及 民 ozan 
附近の Narew 川を 渡河し 翌日 波 蘭 軍を Wyszkow 
附近の Bug 川の 後方に 擊 退した。 之に 反 し Lomza 
附近では 波 蘭 軍は 尙頑 强に 抵抗を 纔 けた。 

W 上の やう な間歐 なき 追擊 には 空軍が' 化戰 
のに 參加 し 或は 敵の む軍縱 隊に對 して 集圃的 
な 攻擊を 行 ひ， 或は 渡河 點 な 橋梁を 破壊して 敵 
の お 却を 妨げて Weichsel 川の 線 を閒 塞した。 

を 軍は 义 終始 爆擊 除な 急降下 爆擊隊 をな て 
地上 戰 岡に 右 効 に 協力した。 

巧 おの 戰線 では ェを海 軍 突 擊隊を Danzig の 


が 


え 9 月 7 日 一 9 日の 作戰經 過に 關 する 獨逸軍 


總 司令部 日々 の發表 


9 月 8 日發表 

波 蘭に 於け る戰 がは 昨 ロタく の 化 點 ではを 
擊の 姿を 表は したが 若 千 箇所では 尙 激戰ボ 
を へられた。 

Gorlice の 柬南及 Tarnow の おでは 獨逸 おは 
Wisloka 川に 向 ひ范擊 した。 

Weichsel 川の 化では 快速 諸 部隊は S ね szow 巧 
にぶ Lysa Gora 山 化 化 側では Kamienna のす 
ぐ贿 の 地域に 速し 戰闘 しつ つ Kon ホ ie-Opocno 
鐵进 繰を 超ん た。 

Tomaszow の 化 方では 裝巧 部険は 敵を Rawa 
Mazow ぉ浊 a か ら擊 退し Wa だ chau の 前面 60km 
の 附近に 速した。. 

Thorn と Strasburg 間では Drewenz 川 を 波つ た。 
Danzig の W が te がが te の 波 蘭 守備 おは 降伏し 
た。 此 部隊 の 抵抗は 獨 逸が エ お，' お 軍巧擊 中 
隊を ナチ ス親 衞隊と で， 軍艦 S 加 esw を Holstein 
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挿 晒 第 も 
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る。 

獨逸軍 飛行機 2 機は 波 葫領巧 で擊墜 せられ， 
1 機は 行方不明に なつた J 
獨逸領 は 昨 日 も 何等 敵飛む •機 のな 撃を をけ 
なかつ た。 

化 お 及 束 海に 於て はお 軍は 機雷 搜 索を 巧 ひ， 
掃海 艇隊は 波 蘭 領の某 お 岸 砲 臺を砲 擊し敵 
の應酬 をを けたが 獨軍侧 に 巧 害 はな かつた。 

9 巧 9 日發表 

敗 殘の波 蘭 軍は 昨 口 も 亦殆ん どを 繰に 互つ 
て遐 却を 賴巧 した。 

獨 逸 軍 か 速 部 隊 は波葫 おの 後 衞を幾 おも 巧 
破 して 巧 前方 部隊を なて Sandmierz と Wac - 
chau の閒 所々 で Weichsel 川 に逮 しか 後西 甫 
方 か らを 都に 巧 入した。 

南 波 蘭では Wisloka 川を 超 冬て 東 盤し， を 動 
を 化 部隊を なて Rzeszow に 達した。 

Sandmierz 附 近では Weichsel 川の 東に 化 ホを 
占めた。 
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の 協力の 下に 擊 破した ので ある。 

Warschau の 化では Pultsk な Rozan 附近で Narew - 
川 を 渡河し を。 ' 

Posen 化 方では 其 南 及 巧 化で 廣い 地域を 占 
如した。 

陸軍の この-?- い 且 大き な 成 巧に 對 し？ ち 軍は 
此日 も 化 お 的な 協力を しを。 

を 軍の 主力は 退却す る 波 蘭 軍に 巧 ひ 川 ひら 
ん 水ず 爆擊 と 急降下 爆擊 とを なて 巧 接地 上 
戰 闘に 協力した。 

かくて 波 蘭 軍の 巧 軍 縱隊は 四み 五 裂 しを 却. 
路は橋 及 渡河 點が 破壊され たので 閒 塞せ し 
めら れ た。 ‘ 

又 敵が 準備した 反 擊も其 準備 問に がち 摧ぃ. 
て 了つ た。 

尙 Wars 沈 au の 巧 Weichsel j [| のを 橋梁に 對し 
絕 えず 爆擊を 巧つ た。 • 

Warschau では ま 要な 大 道路で すら も 縱隊が 
充滿 して 閒 塞して 居る。 

敵は 同 巧から 速に 撤 おしよう と 努力 中で も 
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では 獨逸軍 諸隊は 東に 间 ひ， 敗 敵に 對し 追擊 
を續 行中。 

Sandomierz と Kutno に 互る 廣大な Weichsel 川 
の 彎曲 部では 快: 速 お 圃な裝 中 兵團が Wei 沈 - 
sel 川に 達し 大成 苗; の緖を 開いた。 

多く の 波 蘭 軍師 國 のを 一部は Radom 附近 プ 
Weichsel 川 との 間を を斷 せられ， 四方から 包 
圆 されて 了 ひ， 目て 獨逸 軍と 激戰 中で あるが 
其 運な は 旦夕に 迫つ て 居る。 

化 方では We た hsel 川 の 兩侧を 前進 こた 獨逸 
5 氏は Wloclawek 西侧な Plodc 柬 化に 達 した。 
Warschau の 東 化では 獨逸 軍は Bug 川の 南岸 
に 地 ホを 巧め た。 

Lomza 附近 及 其 巧では 尙戰圖 が 行 はれて 居 
る。 

空軍は Wausau から 東 及 東南へ 趣ず る 道 
路及鐵 道を 爆擊に よつ て 閉塞し 又此お 域に 
尙殘 つて 居る 波 蘭 軍の 化 上 設備を を擊 した。 
Lublin 攻擊の 際 獨逸軍 爆 擊隊及 直接 協同 飛 
行 隊は波 蘭 機 7 機を を 中 磯で 擊墜 し 化 上の 
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又 Lublin に 向 ふ 巧: 擊 部隊は Weichsel 川の 西 
で Zwolen 及 Radom を 占領した。 

其 化では Gora Kalwar お 附近で Weichsel 川' に逮 
した。 

Lo お は 本 口 後方に 梯次 する 部隊に よつ て 占 
领 された。 又 巧 地 附近に 戰闘 中の 部隊の ま 
力は 巧の 兩侧 を經て Bzura 川の 南側を 戰圆 
しなが らお 却 中の 敵を 追擊 中。 

Posen 州 巧に 於て は 敵の あ 抗を受 く る 事な く， 
占領 よ 化, 域 を 逐次 揽大 す。 

Wars 沈 au の 化では Wyszkow 及が 東で 波 蘭 軍 
を Bug 川の— [寫 に擊 退した。 . 

をが は 終日 主と して Weichsel 川 西側 及 東側 
の 敵の お 却路を 攻擊 した。 

波 蘭 お 飛行機の 助 山は 巧 だ 少 く， 俊に Sand - 
orrderz— Warsdiau 間の Weichsel 川 橋梁 上に 駆逐 
機が 若干 現る 、だけで ある。 

9 巧 10 日發表 

Beskiden 山脈と WeichssI 川上 流との 中間 地區 
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第 = 期 ホ 驟 （9 月 10 曰一 14 曰) 


1. ホ戰經 過の 槪耍 脯圖 もの 

9 巧 10 日から 到る 處 にか 戰が 始まつ た。 

1 ん A は 波 蘭 軍を San 川から 擊 退し ， Przemysl 
要塞 を 包 園した。 

Kiibler の 指揮す る 山岳 師團は 端 行軍を なて 
旣に 9 巧 12 日 Lemberg に 達し 其 一部は Lemberg — 
T omaszow — Lublin 道に 達し Radom 附近の 包圍の 
爲に 二重 包 国の 形を とつた。 

Radom 附近では 60.000 人が 降が： し 包 園 部隊は 
更に Weichsel 川を 超ん て Lublin 方向 及 DebUn に 

向つ た。 ’ 

Kutno 附近では 9 月 10 ピ よ り 14 日の 間 激戰が 
猿 けられた。 

同地 附近の 波 蘭 軍 主力は 南 及 東南に 脱出を 
企圖 した がぶ に對 して 獨逸 軍の 10. A 及み A の 
一部が 對抗 した が， 何れも あ 勢 で， 例へ ば Briesen 
將 軍の 師圃は Lenczi な 附近で 苦 戰に陷 つた。 
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8 機に 爆彈を 投下し 大破せ しめた。 

义 飛行 部 険は化 上 軍の 支援の 爲に Radom 化 
區な Narew 川 及 Bug 川 間 の 地區で 有効に 化 
上戰閱 に參加 した。 
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Hitl がは 此戰線 で屢 ミ 第一線 に 出て， 志氣を 
鼓舞した。 

この間 Wa だ chau の 西な 西 南で 戰闊 中の 部隊 
は 同- が の 包 圃陶を 閒ぢ， 又 化で はん A も间 かの 
包 周 圈閒鎖 に戍巧 しぶに McxiUn の 包 圃に巧 か 

か！^ つた。 ' 

Weichsel 川 の 巧では 3. A が 其の 右 露を が、 て 
Wars 沈 au-Siedlce 鐵道線 迄 進出 後西 方な 西巧义 
に旋囘 し， Warschau 巧 の 外郭 Pra が に 接近し む 
か < て Wa だ chau は 束に 對 しても 閉鎖 せられて 
了った。 ■ 

波 蘭 軍は 9 巧 14 日脫 出を 企圆 した みな 降下 
爆擊で 之を が 破した。 义 巧の 弗: では 激戰の 後 
Narew パ I .を Nowogrod 恃 近を Wizna 附 近で 突破 
し， 又 Lomza 嬰 塞 あ Ossowiez も獨逸 軍の ず 中に 
歸 した。 

Gud げ ian が 軍 の 率ゐる SKGD の 一部 は夕巧 14 U 
旣に Bre が 要塞の 築城 お帶に 突入した。 

又 一方 陸海 軍は 協力して G ぶ n が n を 占領した。 
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挿圆第 も’ 





1 お 9 年 9 巧 11 日 の載況 


白 0 


Neu なお t 及 Putzig は獨 逸す； の 有に 歸' した。 
海軍は 波 蘭の 砲臺及 Gdin が n •輿 塞に 對 'しお 
効な 攻擊を 加へ て 陸 おの 前 盤を 巧 易なら し 
めた。 

. を 軍は Warshau の お 方 及柬化 方の 鐵道 線路 
な Lemberg を Lu 地 n- Clielm の 地 I,' ぶ を 巧. 三 か 
効に 攻擊 して 敵縱隊 なお 隊輸を 列 率を 擊滅 
した。 

Lemberg では 西 停を 場を 破壊した。 

9 月 12 日 壁 表 

Weichsel 川の 西方 地區 にめ ける 大を戰 は 巧 
お に 近づいて 巧る。 

南 がり は强 行軍を なて San 川 に 向つ て 前 盤 
しぶに 同 河を 渡河 して 敵を 壓 迫して 居る。 

其 山岳 部隊は 最外 翼を なて Przemysl 巧 方の 
Chyrow に 達した。 

Zwolen, Radom 及 Lysa Gora 山地 間の 地 區に於 
て 敵は 武器を 拾て 、降が： した。 戰利 兵器の 
數は少 < も 4 師國 をに 上る もみと 考 へらん 
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之 9 月 10 日 一 14 日の 作戰經 過に 關 する 獨遙 
軍總 司令部 日々 の發表 

9 月 11 日發表 

波 蘭に 於け る 大を戰 はい まや 最裔潮 に逮し 
Wei か set 川 四 •力 の 波 蘭 軍は を 滅に颜 してな- 
る。 

南 波 蘭では 巧强に 抵抗した 波 蘭 軍を San 川 
を 超ん て壓 迫し Sanok — Jawornik Polski 問な Ra - 
か mno を Jaroslaw の 渡河 點を 奪取す るみを 
所 で包圃 されて 盾を 敵 は 降が： を 始めた。 

. 包 晒された 敵部隊の 突破 企圆は 到る 所 妨害 
された。 

獨逸 おは Narew 河畔の 波蘭耍 塞 附近に 於て 
激戰 をを へた 後 Nowogrod を Wizna 附 近で 南 
岸に 橋頭堡を 權成 する 事が 出來 た。 

を 種 口 徑の波 蘭 火砲は Warschau の 東部 化 區 
から 同 巧 西部に 在る 獨逸軍 部隊に 對 して 乂 
力を 開いた。 

Gdingen 軍潘 のな 園は 尙續 行中。 
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した。 

义 Bialy が 沈 の 停 革 場を 破壊した。 

Hela 半島の 巧 部になる G の ssendorf 及 其潘灣 
設備は 獨逸お 軍の か 部隊に よつ て 占領され 
た。 

9 月 13 日發表 

/ 9 巧 12 日獨 逸 軍は 其 南方 翼ぶ 化方冀 をな て 敵 
に 對し達 崩を 巧- つて 迫 擊を溃 行した。 

南方 冀は Przemysl 兩侧 をな 逆！ しつ 、 Sanibor 
及 Jaworow を 奪取 し 先方 部 隙を 1 U て Lemberg 
に 速した。 

R が om 南方に 包圃 されて 巧た 波 蘭 軍は 壊滅 
して 了つ た. - 

捕虜 ゃ戰 ネリ 乂砲 をを 穗お器 の數は 莫大で 口 
下 調 あ 中で ある。 

Kutno が 近に 包 固さ れた波 蘭 単 5 師 圃及歸 兵 
旅闽 2 が 南に 逃げよう とした 企圖 はが 破せ 
ら れ ，獨 逸を 師 國は 求ん の に 巧 舉を續 巧 中。 
Warschau の柬 及び お 南では 獨 逸軍大 部隊は 
Warschau-Siedlce 街道を ド] 鐵 道觀 路を 超ん た。 


65 


補 虜の數 はま だ 明かで ない。 

Wars ホ au の 南方 Wei ホ sel 川の 巧では 裝甲部 
隊が 重砲 若干 門を 奪つ た がぶ 中には な cm の 
E ] 砲が ある。 

Kutno 附近に 包 園され た敵ボ 南に 脫 出しよ 
う とする 試みは 初めから 成功 疑は しかつた 
が々 や 水泡 に歸 して 了つ た。 

卽ち此 敵の 巧圃に も 包 園の 環が 完成せられ 
た。 

Weichsel 川の 化で も獨逸 軍は MociUn 要塞に 
接近 中で ある。 

Wars 浊 au の柬化 方で も 激戰の 後 敵を 擊 破し 
た。 

追擊問 獨逸 軍は 主力 をな て Wars ホ au— Bia か- 
が ok 鐵道 線路を 通過し 义其 先遣部隊は War- 
schau— Siedlece 鐵道 線に 達した。 

巧 軍の 諸 部隊は 昨 R に 同じ < Kutno 附近 地 
七が の 支援な Weichssl 川 束 方の 敵の 後方 連 
おの 遮 斷を行 ひ 効 おを 化め た。 

某忿 降下 磯 擊隊は Wars ホ au の柬 出口 を遮斷 
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又 Sandomierz 化 方 多く の 地點で Weichsd 川を 
波 河 した。 

Radom 附 近の 織滅 戦の 戰 おは， 巧 あへ ず 知り 
巧 た 所に よると 捕虜 60,000 に述 しが 中 夕 < 
のが 巧が 居る。 义义砲 1 が 門， 戰を 38 墓で あ 
る。 

Kutno 附近の 包园戰 は錢巧 中で ある。 

を府 Warschau 巧 国の 包 固 環は 昨日 巧 方で も 
閒 鎖した。 i 

Modlin の柬 方では 獨逸 軍は Narew 川を 渡つ 
て 同 巧 に 近接した。 

又 Warsc ' nau — Sie ( dlce 逍を 超ん て前繼 しを 獨逸 
軍は 一部を なて 西南 方を 西方へ 旋囘 しを。 

波 蘭の 化 D は 司令部 諸共 昨 I 3 日 Ostrow - Mazo - 
wieka 化 側 で 降が： した。 捕虜 ら 000 ，乂祗 20 門 
が獨逸 軍の おに 歸 しを。 

Brest - Litowsk に 前進 した 部隊は 念 速に 「巧 巧 に 
近接 中で ある。 

Ossowice は 昨 R 柬 Preu ぉ en から 前進した 部険 
によつ て 占領され た がぶ は 占領され た國境 
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最も 東に 巧る 裝甲 部険は Brest 化 方 40 km に 
逮 した。 

この 戰 線 後方に 遙 かに 遞れて Lomza から 南 
方へ 退却に 就いた 波 •蘭 軍の 1 も D がま だ Bug 
川 の 化に 居る 事が 明 かにな つた。 

をが はげ 日 も 亦 右な に Weichsel 川 束 方の 进 
路 や 橋 や鐵 巧を 攻擊 した。 

Krystynopol の 停を 場では 3 箇の 列車が 災上 
して 居る。 

Luck の 飛行場に 大破 攘を 典へ た。 

Biala Podia ホ の 飛 巧 機 工場は を燒 して 居る。 
波 前の 飛行機 14 機を 破壊 したう;， 其 中 2 機は 
を中戰 によ •る。 

空中の 察は 指揮の 爲 にを 利な 成 巧を 舉 げた。 

9 月 14 日發裹 

巧 波 谢の作 戰は波 蘭 側の 抵抗 益 ミ 減少し > て 
な 速に 東方に i 也 ホを 得て 居る。 

强大 なお 力を た1 て Rawa - 民 uska 及 Tomaszow 邮 
近で Lublin - Lemberg 道に 達 した。 
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場に 對 しちな な 爆擊を 加へ， 义 Kutno 附近に 
包 園 さ れた 敵を 或は 爆擊 し 或は 低を な擊を 
行 ひ， よ < 地上 軍に 協力し を。 

Heisternest 港に 巧る 波 蘭の 軍艦は 爆擊に よつ 
て 沈な した。 


)■ 


こ*;。 
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要塞 中 最後の も のでを る。 

を 軍は 不 なな 天候に 拘ら ず. ちな に Wa だ Chau 
の柬緣 を波喃 軍の 後方連絡線を 攻擊 し义波 
蘭 機 2' 機を 擊墜 した。 

9 日 15 日發表 

9 巧 14 日 南 が D は Lemberg-LubUn 道を 通過し 
た。 

Kutno 附近に 包 園され た 强大な 敵は， 空しぐ 
防戰 中で ある が 昨 日 巧び お 南方に 脫 出を 試 
みた が义 不成功に 終つ た。 

Weichsel 川の 東では 獨逸 軍は 化み 東方 及 東 
南方から W が schau の 外郭 P のが に 達 し 波 蘭 
軍の 柬 にお ふ 巧 破 企 圖を巧 - 破して 了つ た。 
Bre ホ Litowsk 耍 塞に 向つ た 部隊は 化から 同耍 
塞 化 帶に巧 入し 堡强の 一部を 爆破した。 波 
跑 軍は まだ 舊城堡 のね delle ) を 保持して 居る。 
Gd おが n 巧 は獨逸 軍の あに 歸し 海軍は 同市 
巧邊な Hela 半 鳥の 戰圃 に參加 し 又 Gdin が!! 
維の 南 港に 巧 入を 試みた。 

を お は惡 天候に も 拘らず 鐵道線 路 をを 停を 
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第 四 期 包 圍纖滅 （9 月 15 日 一 20 曰） 

1. 作戰經 過の 槪耍 筛圖 8-10) 

1 ん A は 敵を 急追して 15 日 Przemysl 要塞を 占 
領 した。 

此日 Hitler は 同地 附近で 部隊の 渡河を 觀を 
しを が， 當 時 先遣の 獨逸 部隊は 旣に その 前方 撕 
km の 地 點に迄 突進して 居た。 

こ の 快速 部隊は Lemberg 附近に 巧る 山岳 邮 
團 と速繫 しつ、 Lemberg - LubKn 道に 沿 ひつ、 
T omaszow - Zamocz の 線に 引返 し 柬に避 走す る、 波 
蘭の 南方 軍の 捕捉に 努めを。 

間 方面に 於け る 激戰は 9 月 20 日 迄 續き波 蘭 軍 
の 巧 破 企圆は 悉くげ 破 せら ん獨逸 軍の 後續各 
軍 團の到 著に 伴 ひ 波 蘭 軍の 南方 軍 主力は 其 軍 
司令 宵 と共に 降が： した。 

Lemb げ g は 9 巧 17 日を く 包 園され て 了つ を。 

9 巧 10 日な 來 南方 戰 場で 得 を 捕虜は 60,000 ，义 


砲 U 0 門に 達する。 
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4.A の 一部は Mo ぶ お 娶 塞を 包圍し 同耍 塞む 
外部との を 通は Warschau と の 間に 僅に Weichsel 
川に 沿う て 行 はれる 丈と なつた。 

16 日 無益な 殺傷を 避け る爲に Wa だか au に對 
し 降が： を勸 めた が容る 、所と ならな かつた。 

9 月 18 日には Gdyn が n が 陷り將 校 350 人 下と 
を 兵 12,000 人 及乂砲 40 門が 獨逸軍 9 手に 歸し 
た。 

化 日 Brest の舊內 城が 陷 落した。 

9 月 17 日 06% ぴ蘇 軍は一 齊に國 境を 超えで 
西 進を 始めを。 

此 H 波 蘭 部隊は Ruman た に 逃避し かくて 波 
蘭 側 の あ抗は 僅に Warschau, Modlin 及 Hela で 
行 はれて 居る 丈け となつ た。 

やがて 濁 逸 軍は 獨蘇 協定 線に 向つ て 後退に 
就いた。 
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10 . A は Radom の戰闘 後一 部を なて Lublin に 向 
ひ 同市を 占領 し， 他 の 一部は DebUn を 占領した。 

9 月 16 日 Bug 川に 沿 ふ Wlodawa に 於て 上部 
Schleisen , Slowalcei 及 東 Preussen の 三方 巧から 
前進した 搜索 部隊が 手を 握つ た。 

か < て 波 蘭 軍が 萬 一 Weichsel 川 を 超えて 退 
却し た 場合を 顧慮して San 川 及 Bug 川の 彼方 
に 部署した 二 段包圍 の企圖 がま 成した のでを 
る。 

Siedlce では 10. A は 3. A の 部隊と 協力して 敗 . 
殘の波 蘭 軍 12,000 人 及 大砲 撕門 を 得た。 

10. A の 一部な もん 及ん A の 一部に よつ て包圍 
さ れた波 蘭の Posen 軍 及 廻廊 軍は 益く 壓 縮せ 
らんん A は 西から 進んで 9 月 15 日 Kutno を 占 
領 した。 

9 巧 16 日には Bzura 川を 化に 渡つ てな 擊 した。 

9 月 17 日 同所の 波 蘭 軍は 解體を 始め， 9 月 20 日 
迄に 捕虜 000 を 親 波 蘭 軍の （9風 他の （10 )D 
のを 一部 あ 騎兵 旅國 ぶな 廻廊 軍の 軍司令部が 
降伏した。 軍需品の 數 は無數 でを る。 
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挿圆第 9. 


Lettlomd 



1 游 9 年 9 月 18 日 の戰況 
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挿圆 第ん 
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么 9 月 15 曰 一 20 日の 作戰經 過に 關 する 獨逸 
軍總 司令部 日々 の發表 

9 月 16 日發表 

獨 東方 軍の 南 GSD は 9 巧 15 日 も 亦 波 蘭 南方 
軍の 敗殘 部隊を な 追した。 

Lemberg 前面 及 Tanew 河哗 Bilgo 崎が 近で 敗 

殘 部隊と 戰園 行は る。 

更に 巧柬 では 自動車化 部隊は Wlo お imi げ Z に 
速した。 

义 Przemysl を 占領した。 

Kutno の包圍 環は 新銳 部隊を 加へ て 益 e 之 
を强化 し且 縮小され た。 

Warschau 東南 方に 於て は獨逸 軍は 敵の 突破 
の 試みを 防 支した 後， 同 地で 捕虜 8,000 を 火砲 
126 門を 奪 ひ， 目下 Praga に 至近の 距離に 迫つ 
て 居る。 

Bial が tok を 占領した。 

Br が t の 舊城周 園に 於て は戰 闘が 尙行 はれて 
居る。 


77 


挿画 第 10. 



1939 年 9 巧 23 日 の 載- 况 
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市に 於て 無益の 抵抗を する こ とを やめる や 
う に獎 めた が 同 司令 巧は 獨 逸軍將 校の 引見 
を 拒絶した。 

化 殘の波 蘭 軍が Siedlce を經て 南へ 逃げよう 
とする 試みは 失 娘; に歸し 之が 爲に じ， 00 0 人 
の 捕虜を 出 し且 乂砲撕 門， 戰を 6 墓 及 飛行機 
11 機を 獨逸 軍の ずに 委した。 

9 月 18 日發表 . 

波 谢の 攻略は 其の 終り に 近づいた。 

Lemberg をを く 對 鎖し 义 Lu 地 n を 奪 おした 後， 
獨逸お 〇 —部は Lemb げ g — Wlodzimie . rz — Brest — 
Bialy が 地 の 線に 位圍 しみ < て 波葫の 大部み 
を 占領し たが 其 後方を 所で! 化 殘の波 蘭 軍の 
擊滅 及 おがが 行 はれて 巧る。 

巧 巧敢大 .の も のは 波 蘭 軍の 乂の 兵力た Wys - 
zogrod 西南 方で Bzura 川と Weichsel 川と の閒 
のが 化 域に 壓縮さ ん昨 日な 來漸 み 解 體に衡 
して 居る。 

封鎖 中の Warschau からは 9 月 17 日 ラ デオで 
—ク 9 — 


空軍は 柬方國 境に 向 ふ 波 蘭 軍の 最後の 輸送 
巧 動を 捶巧せ しめた。 


e 巧 17 日發表 

柬 Gal お ia の 掃蕩は 16 日 も 尙綾行 さ れ た。 
Lemberg は 三方 面から 包圃 し， 义 Lemberg と 
Przemysl 閒 の 波 蘭 軍が 東南に 向つ てす る 退 
却を 閱垄 して 了つ た。 

San 河口 の 化では 獨逸 軍は Lublin 方向に 念 進 
中で D 加 in を 占領した 义同 おで 完全な 航空 
機 100 機が 獨逸軍 のをに 歸 した。 

Brest の 南 Wiodawa 附近で 東 Preus が n ろ、 らと 
上部 Schl が ien と Slowakei とから 出 た搜索 部隊 
の 最前 方 部 膝が ホ を 揺つ た。 

Kutno のを 戰は計 畫 通り 繼 行中で Kutno 巧 は 
凹 から 盤んで 占領した。 义 Bzura 川 を 化に 向 
つて 波河ム た。 

父 Warschau の 包圃は 縮小され た。 

波 瞄—打 がの 巧 衆を 悔窮と 恐怖 とに 對し 守る 
巧に 獨 逸が は一將 校を して Warschau の 波 蘭 
軍 司々 なに 對 しなおからの 人口 を 施す る 都 
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で織滅 され 10,000 人の 捕虜を 出 しを。 

Lemberg に對 しては 開城を 勸吿 した。 

Warschau 前面では 波 蘭の 代表が 來 著せぬ の 
で戰圖 を 再興 した。 

波 蘭 軍は 100 萬に 上る 市民に 顧慮な く 防禦 
を 行つ て 居る。 

空軍は 昨日 尙數 次の 爆擊を 行つ た。 然し そ 
れな 外には 東方 戰 場では 空軍の 使用は 最早 
必要では な < なつた。 

9 月 20 日發表 ’ 

Weichsel 川 彎曲 部に 於け る會戰 は， 約 一週間 
前に Ku れ〇 附近に 始ま り， 其 後 Bzura 川に お 
つて柬 に 移動 したが， この 會戰 は大鐵 滅戰の 
一つと なりつ 、ある。 

捕 虜の數 は 昨 目 Bzura 川に 沿う た地區 だけ 
でも 105,000 人に 達し 而も 其 後は 絕 間な < 增 
加 して 居る。 

义波蘭 軍の 死傷 あの 數な戰 利を がの 數は英 
大な數 に 上る。 
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獨逸軍 最高 司令部に 勤し 波 蘭の 某 代表の 引 
見を 請う て來 たの で澗 逸 軍 最高 司令部は 其 
準備に だる 旨を 退電 したが， 9 月 17 日夜 半 迄 
は 一人の 代表 も來 ない。 

を 軍は Wys のが od 西南 方に 包圍さ れ た波葫 
軍を をな に攻擊 した。 波 蘭の 空軍は 最早を 
線に 互り 現出 しない。 

今や獨 逸を 軍は 東方に 於て 貢擔 した 巧務を 
實 質的には 完了 し 多く の •部 隊及 高が 砲を 他 
の 用途の 爲に 引上げて そを 機せ しめて 居る。 

南 化兩方 巧から 前進した 部隊は 17 日 Bug 河 
巧 Wlodawa 附近で 手を 握つ た。 

9 月 19 日發奏 

波 蘭 軍の 舉 破され 或は 包 園され た殘 軍の 解 
體は忿 速に 盤展 して 居る。 

Bzura 河畔の 會戰は 終つ た。 巧 今までに 捕虜 
50,000 及 莫大な 戰利 なを 得た が 終局 的な 數 
量は まだ 明かでは ない。 

尙 之よ リ 小さな 波 蘭 部険は Lemberg の 西 化 
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上り， 而も 今尙增 加して 居る。 胖會戰 に參加 
した 獨 逸の 兩 軍の 某 一軍 だけ ブ 今迄に 乂砲 
320 門 及戰を 40 臺を 得た。 

今迄に 確め た 所では， 波 葫侧は 此會戰 に （9 )D 
と 其 他 約 （1 化 D のを 一部と 騎兵 旅圃の ボ參 
加した。 

南方では Zamosz を T omaszow 附近に 於て 激贼 
の 後 絕大な 波 蘭 軍 ボ獨逸 軍の 軍門に 阵 つた。 
捕虜の 中には 波 蘭 南方 軍の 軍 司令な も ある。 
9 巧 10 日な 來の戰 闘に 於て 捕虜 60,000 ，輕砲 108 
門， 重砲 の 門を 得た。 

又 Gdin が n 附近の 戰 園に 於て 得た 捕虜は が 
校 350, 下 ± なお じ， 00 〇戰 ネリ 乂砲 40 である。 
波葫 軍の 抵抗は 今は たで Wa だ c ’ nau を Modlin 
な Warschau の 柬巧方 Gora Kalwa か 附近を 
Hela 半島で 行 はれて 居る だけで をる。 
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波 蘭を 上 に 互り 今尙眞 面目 のあ抗 を 綾け て 
•居る のは Mo 扯 n 及 其 南方 及 Warschau だけで 
ある。 

又 な lyj — Lemberg — Brest— Bialystock の 線 迄 池 出し 
た 獨逸 軍迫擊 部隊は ド] 化に だる 波 蘭 軍の 敗 
巧 部隊を 擊滅 したな は， 獨蘇兩 なが 間 で 最後 
的 にか: つた 協 お 線 に 巧つ て計畫 的に 引上げ 
られる 答で ある。 

G か ngen の 戰圆は 昨 H 問 軍港の 奪取を なて 終 
つた。 

时化 でも 亦數 千の 挪虜が 獨逸軍 のず 中に 歸 
した。 練 お 艦 S 沈 lesw お Holstein を 掃海 艦隊は 
おな に此戰 圆に 協力した。 

を 軍の 使用 はを 戰線 共搜 索の みに 限定' され 
た。 

9 月 21 日發表 

Weichsel 川 彎曲 部に め ける 會 ■戰 の戰巧 はま 
だ 十 みに 明かで ない。 

昨 ぉ 午後 迄に 判明 した 柿 虜の數 は 170,00 0 に 


第五 糧 ^ Warschau 及 M(Kilin の 占領 

(9 巧 21 曰 —— 10 月 5 曰） 


ん 作戰經 過の 槪要 

9 月 21 日 Lemberg は獨逸 軍に 降が： した。 

9 巧 26 日 Bilgoraj の 東で 波 蘭の 4 LD を 1 .邸は 
降が： した がぶ の 中には 軍司令官 1 名 及 師團長 
2 を 及 其 幕僚が をつ た。 

W arschau の陷 落の 經 過は 9 月 21 日 同 巧 に 巧 
る 外を 團 （178 人） な 其 他の 外國入 も 200 人） を 先 
づ 救出 し， 22 日' 同 巧 と Modlin との 連絡を 絕 ち， 25 . 
日から 猛撃を 加へ た。 かくて 早 < も 其翌が 日 
には 化では 要塞の 第一 防禦 線を， 南では 其 第二 
防禦 線 を擊 破した。 

Warschau の 司令官は 降 化を 申出で， 父 渉のを 
27 日 無 條件降 化が をれ らん 120,000 な 上の 波 蘭 
軍が 捕虜と なつた。 

數日後 Modlin 耍塞も 降が： した。 

かく て 10 月 1 日獨逸 軍は Warschau に 入城し 
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の 後 敵の 裝甲 列車 1 を 占領し を。 

外を 團に屬 する 178 入 及 其 他の 外國人 1，200 
人は 昨日 獨逸 軍司令部 指を の 道を 經て War - 
schau を 去つ を。 

彼等は 獨 逸軍將 校の 巧 迎を受 け， 其 夜 の 中に 
準備した 列 革で 肪 ni が berg に 送られた。 

9 巧 23 日發表 

Lemberg は 昨日 同化 か ら 撤退 中の 獨逸 軍に 
降 化した。 

同市の！] 月 波 し 交渉は 巧の 東端に イ立 置す る 蘇 
軍との 誌 解の 下に 行 はれて 居る。 

一昨の 日 Bzura 川 に 沿 ふ 森が を 探索 中波 蘭 
の 廻廊 軍の 司令を Bortnowski 將 軍を 其 司令 
部 諸共 補 虜と した。 

獨逸 軍は 激戰の 後 Modlin と Warschau 間の 
Weichsel の 南岸 道路を 超越して 前進し 茲に 
兩 巧の 述 絡を 遮 斷し旦 こ の戰 闕で數 中の 捕 
虜を 巧た。 
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た。 

义此日 Hela 市が 降が： し も 2 00 の 捕 虞を 得た。 
Hitler は 10 月 5 日觀兵 式を Warsc ' nau で 行 ひ, 
なに 波 蘭作戰 はを く 其 蒜を 閉ぢ たので ある。 


之 9 月 21 日 一 10 巧 1 日の 巧戰經 過に 關 する 
獨逸 軍司令部 日 々の 壁 麦 


9 月 22 日發表 

獨蘇 間の 協定 線に 向つ てす る兩 軍の 行動は 
計 壁 通り 十み な 友好 關 係の 下に 行 はれて 居 
る。 

Lemberg ではを 戰 中の 獨逸 軍は 蘇 軍と 交代 
した。 

Tomaszow 附近の 戰 巧は 旣に 判明した が 捕虜 
及戰 利な の數は 今尙絕 えず 增 大して 居る。 

波 蘭 おはぶ々 Pra が から 脫 出しよう と 試み 
た が 失敗に 歸 した。 

又 Warschau - Siedke 間 の地區 では 附近で 輕戰 
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た V San 川 下流の 柬 で敗殘 部隊との 間に 輕 
戰が行 はれ， 獨逸 軍な 裝甲 師圃は る 000 の挪 
虜を 巧た。 


Warschau 要裝及 Nai’ew 要 蒸 織 



Warschau の 波 蘭 軍 司令 巧に 對 し 抵抗の 無 盆 
な 事と 殘虑事 そ ある 事と を說 いたが 無効 だ 
つたの た 昨 25 日 を 巧に 對し て戰關 行動を 開 
始 し， M 地が OW 沈 i の堡强 及び 之に 綾いて 巧の 
外郭 M 地が OW 區の 一部を 占領した。 
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9 巧 24 日發表 、 

協定 線に 向 ふ獨逸 軍の 運動 はを 線 共 計畫通 
り賴 巧せられ て 居る。 

Tomaszow — Zamosc— Rudco の 地區で 敗殘の 敵は 
巧へ 巧 破を 試 みぶ に 戰闕が 起つ た が， そ の 一 
部は Zamosc 西部で 包圃 さん 他は 束に 逃避 
したが 之は 蘇 軍に 衡 巧した。 

报近數 円 間 Praga な Mod 帖 からの 波 蘭 軍の 
逃亡 おは 增加 しろ： 居る。 

9 巧 25 日發菱 

が 24 n 獨逸 軍の 協 巧 線に 向 ふ 運動は 到る 處 
支 降な < 且蘇 がと の 相 冗 誌 解の 下に 行 はれ 
た。 

な 降下 爆 擊隊は 巧 三 反 おして WaKchau のを 
事 嬰 點を 有な に攻擊 した。 

4 

9 月 26 日發裹 

獨 蘇 協 定 線に 向 ふ 運動は 依然 計晝 通り 續巧 
せられた。 
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昨日 入手した 報吿 による と 南方 翼の San 川 
東方に 於け る戰鬧 で總計 捕虜 將校 500, 及-ド 
止官兵 ら 000 人を 得た。 

旣に 傅へ た 波 蘭 軍 41. D の 外に 軍 司を な 1 あ 
國境 守備隊 司令官 逆に 7. D 及び 39 で の 師圃お 
が 其 司令部と 共に 降伏した。 

昨日 無條 件で 降が： しを Warschau 巧 は 諸 準備 
完了後 恐らく 9 巧 29 日 占領ず る 萬 
今日 ModUn の 司令官 も 要塞の 明 波し. を 中し 
出を。 

9 月 29 日發表 ’ 

獨蘇 協を f ぶを 超えて の 撤退 運動に 伴 ひげ 28 
曰 Przemysl を獨 軍司令官から 蘇 軍に 引渡しを。 
武裝を 解 除され た Wa だ chau 守備 おの i 中 , 發は 
今日 始ま り， 2 力 至 3 日 閒速續 する 普で ある。 
獨逸 軍の Warschau 入城は 10 巧 2 日 と豫 想た 
一般 巧 民の が與 のず 段 及 衞生處 置 を 講じた。 
M が 1ぉ 要塞は 獨逸 おの 攻擊及 砲乂及 爆擊に 
.よ る 破壊の 結果 無條 かに 閒 城した。 
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9 巧 27 日發表 

獨逸 軍は 獨蘇 協定 線に 接近して 居る。 

兩 軍の 中間に 巧る 波 蘭 軍の 敗殘 部隊の 中 昨 
26 日波 蘭 軍 なで 及び 1. KB が 降 化した。 

從來非 武裝都 巧と 看做した Warschau 巧 は衞 
戍 司令 巧の 方策に よ リ 古い 堡亟の 改裝や 市 
民の 武装に よ り 要塞と 變 じた。 

之に 對 する 攻擊は 昨 H 巧の 化 部に 於で 第一 
堡嗤線 を义 南部に 於て 第二 堡亟 線を 占領し 
た。 

こ のな 擊の結 巧 波 蘭 軍 司令を は 今日 午前 市 
及 守備が の 明 渡しを 中 出た。 國防 軍長を は 
Blaskbw お が 軍に 巧の 受領のを 渉に 巧ず る 事 
をな じた。 

を 軍は ModUn の 軍事 要點 をな 擊 した。 

9 巧 28 日發麦 . 

糊 逸が 主力は 計畫 通り 獨蘇 協を 線を 通過し 
た。 


SO 


た Hela 半島は 獨逸 陸海 軍の 準備を 擊の 開始 
に 先 だ ち 昨 H 無條 件に 降が： した。 

み 口 午前 將校班 （其 內波蘭 艦隊 司令 宵 von 
Unruh 觀 軍 少將が あ る） 及て ± を 兵 も 〇〇〇 人が 
降が： した。 


其 明 渡の 細部は 化 GSD のな々 により Mo ぶ i ル 
前 恼を擔 當 したお 軍圃 おにを ね られ た。 

嬰 塞には が 校 約 1,200 ，ド 王な 兵 30,000 な 貴 傷 
ぶ 40,00 0 を 数 ふ。 

9 巧 30 日發表 

Mocil お の 閒城後 Weichssl 川 巧 方 Mo 地 n 橋 頭 
堡に巧 る將校 269 , て ± 官 お 約 日， 000 人が 降 化 
し乂 砲が 門， 機關銃 1 の， 其 化 多数の 兵器を 
得た。 


10 巧 1 日發菱 

Warschau 及 ModUn の 明 渡しが 託 畫通リ けは 
れて 居る。 

10 巧 2 日發表 

昨 1 日 午前 獨 逸の 先頭 部隊は 何等の 支障な 
< Wa だ c ' nau に 入城した。 

Pra が のち 領は 昨日 終つ た。 

波 蘭 軍 お抗の 最後の 據叙 i である 防 備を 施し 
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第 六 蘇 軍の 波 蘭遊赃 

1939 年 8 月の 日 微蘇 不可侵 條 約の 締結の 際 
旣に 獨 •蘇 問に 波 蘭 領有に 關し 双な の閒に 契約 
が 結ばれた こ とは 判 節に 雞 < ない。 

然るに 當時蘇 聯邦は おおに 於て 日本と No 
monhan に 於て 衝突 中で あつを 爲に澗 逸の 波 蘭 
遮 趣に 呼應 して 立つ こ とが 出來 なかた る;， 9 巧 
15 曰停戰 協定が 出 來た爲 に 忽ち 其 鋒 先を 西方 
に 表は し 大兵を 波 蘭に 進めを。 

なに 獨 •蘇 兩 おは 現地 交涉 によつ て搁 軍 進 趣 
の 協定 線を おめ， Weiclisel 川 な 柬の獨 逸 軍は 一 
帖同 河の 西に 撤 化しを が， 次で 獨逸 外相 von 
Ribbentropp は 飛 巧 機で Moskau に胜き 9 巧 24 日 
彼我の 間に 修を境 巧條約 が 成立 さ ん茲に 波 蘭 
は 巧 五次の か 割の 悲運に 陷る 事と なつた。 

其 後 Wilna 地方は Litauen に Suwarki 地方は 
巧 Preussen に割讓 された。 

此 軍事行動に 於て 蘇 軍の 損害は 死者 僅かに 
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蘇 聯邦の 捉曹は Moskau 駐 おのを 外國 使を に 
据- 示さ れ ぶいで 巧 脚な ラ デォ を述 じて 公表 さ 
れ た。 之に よる と 蘇聯巧 政府は々 迄の 波 蘭の 
國 家が 織が 崩 壊し 政府が 逃避した 爲に將 に 
亂 れんと しつ 、ある 柬波 蘭の' る 寧 秩序を お 
力の 進 既によ つて 恢復し 且柬波 蘭に おる 
U わ aina 人 及り 露 人に 對 する 當然の 保護を 巧 
はんとす るので ある。 

么 作戰經 過に 關 する 蘇 軍の 發表備 軍は 毎 曰は 

發 あし あらが 

9 月 17 日發表 

本 早朝 蘇 聯邦の 諸隊は 化は Diina 川から 巧は 
Dnijestr 川に 至る を 線に 互り 蘇波國 境を 通過 
した。 、 

波 苗 軍、 前哨の 微弱な あおを 擊 破し た 後， 化 方 
ド-も》 ては Gkbockie ， Molodeczno 其の 他の 諸が 
を 占領し Baranowic が 方向に 於て は N お men 河 
を 超ん て Mir 及 Snow の兩 部落を に 重 嬰な 
鐵道 速接點 である Baranowicze を 占領した。 
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737 ん頁 傷ぶ 13 のん 戰 ネリな は乂恼 900 P 3， 飛行 
機 300 機， 機關銃 10,000 ，小銃 300,000 と發 表せ ちれ 
た。 


1. 波 蘭に 對 する 蘇 聯邦の 覺書 

9 リ 17 が 上) 夜 Mo ホ au 胜 割波荫 大使 Girz か owski 
に對 し 蘇 聯邦 政府の 覺 書が 交が せられ 

蘇 聯邦 政府 は柬波 蘭に 於 ける 自國の 權 益を 
施譜 しぶ 白露 あ iJkraina の少數 民族を 巧 護す 
る爲に 日曜日の 朝 Moskau 時間の 06ス00' (中歐 
時間の 0 が 00') を 期して 其の 軍隊を 國 巧を 通 
過前迎 1 せしめる の餘儀 無き ものと 認める。 
旨を 傳 へた。 蘇 軍の 前進は 化 Polozk から 南 Ka - 
menz ぶ odol 沈 に 至る を國境 線に 互り 一齊に 開始 
された。 柬波 蘭に 於け る 蘇 軍の 前進は， 一 晒に 
於て [! ての 紛爭 に對 する 蘇 聯邦の 中立を 忘れ 
ずに 巧 はれて ゐ る。 此のげ 旣に波 蘭と いふ 國 
家の 巧 だは 事 赏上認 むべ く もなかつ たから， 蘇 
聯邦 政府 は 從來波 蘭と 締結した 諸條 約を 無効 
だ と解經 して 居る ので ある。 
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■9 月 20 日發表 

撕 日中に 蘇 軍の 諸 部隊は 益， 波 蘭 軍を 磁路 
內に壓 迫し， 遂に 化 方では 西部り 露に 於て 
な odno 巧を， 南方では 西部 Ukraina に 於て Kowel 
及 Lemberg の兩 市を 占領した。 

9 巧 17 日から 20 H に 互る 間に 蘇 軍 の 諸隊は 
波 蘭 軍 ホ お 3 师 團 ，歸 お 2 旅 闽及夕 數の小 部 
隊の 武裝を 解除した。 極めて 不完 をな 報吿 
に 據れば 60.000 な 上の 敵の が おが 俘虜と な 
つたとの 事で ある。 

Wiln も Baranowic が ， Molodeczno あ Sarny の 築城 
地帶 はを お 備砲 お 及 彈藥も 諸共 巧の 儘ち 領 
した。 

多 數の戰 利を がの 中には 今迄に 2 撕 門の 乂 
砲と 120 機の 飛行機と が ある 事が 明かに な 
つて ゐ る。 

戰 ネリな の 巧: をは 引 績き行 はれて なる。 

獨逸 政が 及び 蘇 聯邦 社 會 主義 共和 國 聯邦 政 
府は獨 逸 里 及び ホ 軍 間の 協定 線を をめ た。 
之は P お 321, Narew, Weiciisel 及び San の , 巧' 河川 
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西部 Ukraina にめ ける 蘇 軍の 前 遮は 驚 < べき 
神 速さ をが て 巧 はれ， Rowno. Dubno, 恥 rnopol 
の 諸 巧 街は 旣に蘇 軍の 掌中に 巧る。 

Kolomea に對 する 攻擊の 結 巧 破 蘭と 羅馬 巧と 
の 問の 國 巧は 旣 に 大部み が 蘇 軍 の 諸 隊に依 
つて 遮斷 された。 

尙蘇 おの 腕 空 部 隊は波 蘭の 戰闊機 7 機 及 同 
燃擊機 3 機を 擊墜 した。 . 


9 巧 18 日發表 

蘇 がの 訊 •隊は 引 緩き 波 蘭 軍を 擊退 し 夕刻 西 
部な 露の 化 部に 於て は Swiencian び Tfr, Li お鐵 
逍速 接點， Novogrodek 巧， OrUa 部落 （Njemen •河 
哗), Slonim. Wolkowysk 兩市 を Min 沈— Brest-Litowsk 
鐵逍線 上の Yaglewiezi 驛を 占領した。 , 

巧 部 Ukraina の 巧 部に 於て は Sarny 鐵逍 連接 
點及 Luck, Stanislau, Halicz, Krasne を Buczacz 
の 諸 市を 占領した。 蘇 軍の 前哨 部険は Lem- 
berg な Wilna に 近接 中。 
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をれ* 破す る 隊 ，本日 Lan が r が 軍の 撥 揮す る 波 
蘭 軍 ホ お師闽 風な び獨 立 ホ 兵 聯隊のは 蘇 軍 
に 降が： した。 

不確赏 では あ るが 報吿に 依れば 9 巧 17 口 か 
らな 日に 至る 間に 於て 波 蘭 軍の がが 120,000 
をが 虜 とし， 3 撕 門の 火砲と 1， 4 〇〇 挺の 機關銃 
を 得 た 巧で ある。 

9 月 23 日發表 

蘇 軍の 諸隊は 9 J1 23 日朝 獨逸 軍な び 蘇 聯邦 
政府の 劃 をした 協を 線 に 向 ふ 前 遊を 閒始し 
St が 及び Gorodok 兩 巧 を ち 領し更 に Bialystok 西 
方の 線に 向 ひで rest - Litowsk — Kowel— Wladzimi な Z - 
Wolynski — Lemb が g 迄 前 盤した。 

西部 Ukraina 地力 の 掃蕩 作戰 が) 蘇 軍の 廉恢は 
波 蘭 軍の 小 部 勝 抱 數; を Gro か no 两 化. 地方を び 
Brest - Litow ホ柬化 方に 擊 樓 した。 

不確赏 ながら 報吿 に 依れば 9 乃の 口 Kowel 柬 
化 方の 波 蘭 軍の 一 集 幽を巧 破 せし 際 8,00 0 人 
な 上の 將お をが 虜 とし 且 2, 饼 )0 の お なび 鐵道 
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に 沿つ てゐる ものである。 

、 < 

9 月 21 日發表 

蘇 お の訊隊 は 9 巧 21 日中に 前日 到 達した 線に 
も 亦 築城を 施した。 • 

西部 じ 1 露の 占領地 域な び 西部 Ukraina にがて 
は 波 蘭 軍の 殘 部を Kobrin — Liminez の 線の 南方 
に 一掃し 蘇 軍の 諸 部 像は 9巧 21 目 WOO ' Pirisk 
巧 を 占領し 且 Lemberg 及び Sarny の 耍塞化 
帶 から 波 蘭軍將 校の 集圃を 掃蕩した。 


9 巧 22 日發表 ■ . . 

西部む 露に 作 戰 中の 蘇 軍記 陵は 9 乃の 日 Bia - 
lystok 巧选に Brest - L れ owsk 要塞を 占領 し 次い 
で Grodno の 西 化 方- Augustowo の 森林 地帶か 
ら波蘭 おの 殘 部の 掃蕩に 著 ホした。 

西部 Ukraina に 於て 波 蘭 軍を 一掃すべき 作戰 
化 巧を 課せられた 蘇 軍の 諸隊は Sarny 地方 
か ら將 校の 架闽 を 掃蕩した。 

Lemberg ± 也 方に 於け る 波 蘭 軍 諸 部 隊 のあ坑 

<f 
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第ぶ 戰果 ' 

本卷に 於て は 作 戰 10 巧 1 日 迄の 記事を 巧げ 
たが 波 蘭 作戰の 山は 作戰 9 月 18 日を なて を < 
かした もので あつ て 綱 逸人が 本 作 戰を 18 日間 
の 戰爭と 謂 ふの も 一理 ある 事で ある。 

，本 作 戰の成 おは 今更な に 記す 迄 もな く， 獨蘇 
兩國 はを < 波 蘭を 併合し 獨 逸は ー ホづ柬 方の 
脅威を 除いて 對英作 戰の實 施に 乘出 したので 
ある。 

而 して 本 作 職に 於て 波荫 軍が 文字通り 全滅 
の 悲運に 陷 つたのに 對 し獨 逸 軍の 損害は 比較 
的少 い。 

1939 年 10 巧 6 日 Hitler け 0 巧 5 日 Warschau で閱 
兵を した 蜜 日; が 伯が の 國會で 語る 所に よると， 
獨逸 軍の 損害は 9 月 1 日 乃至 同撕 日間に 陸 お 
空軍 を 合し 

. 戰死 10,572 

貴 傷 30 が 2 
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輸送 中の 戰闊 資材 若干を 得た とのこ とで あ 



9 月 27 日發表 - 

蘇 軍の 諸隊は 協を 線に 向 ふ 前進 中 Grabow 
(Augustow 西方] 5 km ), Masovetsk , Dro が chin , Kras - 
nostaw の 諸 巧， Zawada 驛 （Zamosc 西方 十本 千), 
Krakowets , Mosciska あび Sianki 驛 （San 河の 水 
源 附近) を 占領した。 

尙 西部 白露 西亞 なび 西部 Ukraina 地方から 
の 波 蘭軍殘 部の 掃蕩 作戰 が繼攒 された。 


t 


102 


附 錄 


行方 平明 も 4 〇 9 

と 述べて 居る。 

さる にても 人口 S 千 お ホ 時 30 師 團を魄 した 
波 蘭が 忽 ちの 間に 滅び 去 つた 事實 は， 軍事上 だ 
けで も大 いなる 敎 訓を與 へる もので をる。 
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第一 ぶ 蘭の 地勢 其の 他 


A •度 さ 

波 蘭は 度 さ おも 拥〇 km ， 其 位置は 
北緯 55 巧: r —— 47°4 が 

東經 • 15° が' —— 2 が 26' 

の 間に 在る。 海岸線は 東海に 臨む 146 km だけで 5 ぶ 90' 
km は 陸上で 隣國と 接し 而も 其 大部は. 獨 逸から 包圃 
されて 居る， 

B . 地勢 

地勢は 南國 境は 標高 槪 して 2,000 m 內 かの 所謂 Kar - 
P が en 山脈が 槪 して 東西に 走っ て 南に 對 して おなる 
障壁を 成して 居る がぶ から 化 方に 巧く に從 ひ， 標高は 
急に 下って 巧 謂 波 蘭の 大 平原を を して 居る • 

今度の 作戰で 有名に なった San 川 河口 西 化 側に 在 
る Lysa Gora 山地 すら も 標高 400 —日 00 m に過ぎないの 
である。 卽ち波 蘭を _卡 の 約の％ は 中部 波 蘭の 大化原 
である とを はれて 居る， 

± 質 は, 波 蘭 平原では 妙 質 が ± 質で 農耕に 適して 居 
る が进 路は槪 て惡 \い。 又ぶ 部の P パ PP が 川の 旗 おな 
流域は 一大 沼地で ある。 

— WS — 



商業の 實權 口 0 例 は 猶太 人の 手に 在った。 

次に 參考 の爲 住民を を 種 職業 別に 示す と 次の 如ぐ. 
なる。 


農業 

65.6% 

鑛山及 工業 

13.7% 

商業 

6 ぶ％ 

交通 

3.3% 

其 化 

11 が。 


D . 交逼 

川の 大部は カ トの便 か あ 6 , ホ 行 可能 查長 もが 沈 m に 
及び， 其內 Weichsel 川 水系は 2.7 凯 km に 及んで 居る， 而 
もを 河川 共 運河に よ つて 互に 連絡され て 居る。 

鐵 道のを 長は 170,000 km じ 達し 施設 も 巧當 0 域に 
達して 居る。 其 他に 狹軌の 鐵道も 27 沈 m を 有して 居 
た。 

道路は 幹線道路 でも 鋪裝が 不十か む 一 般の 道路は 
特に 雨天 化は 泥淳 膝を 沒 する 位に をる 事は 普通の 事. 
である。 

E •人民 

總 人口 29,60 0,000 人で ある。 


おし 色々 の 人種から 成つ で 居る 事は 波 蘭の 大をふ 
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今 試みに 波 蘭の ま 要 都ボの 標高を 記しで 地勢の 大 
要を 知る 參考 とする. 


Krakau 

220 m 

Lemberg 

338 m 

Lods 

213 m 

Warsch 辽 u 

125 m 

Posen 

60 m 

Lomz 注 

130 m 


河川は W が chsel 川を 主と し 其 支流 Bug , Narew , Bzura . 
San 等が 有名で ある。 其 他 War 比ら Pri 卵が 川 も 著名で 
あ 6, 何れも 舟運の 便大 である。 從 ，つて 水量の 多い 夏 
じは 徒渉は 槪 して 不可 能で ある。 

Weichsel 川は Wisla と も 云 ひ 全長 1，06 浊 m で， 河 幅は 
Krakau 附近 約 170 町 San 河口 附近 400 m— 1,000m ， War - 
schau 附近 約 が〇町 Thorn 附近 か ら 下流は 槪 して が 〇の 
である. 

C . 産業 

産業の ま 體は度 業で ある- 

磯產の 主要なる も のは 上部 S . chlesien の 石炭 及鐵と 

Lemberg 附近の 石油で ある。 • 

商 業は 上部 Schlesien 附近の 重工業と Lo わ 附近の 

絲績 工業 等で ある。 


106 


巧 


第二 獨透 及ソヴ エー ト社 音を 養 共和 國 聯邦 間 
の 不可侵 條約 


獨逸國 政府 巧 ソゲ ュー ト社會 主義 共和 國踰邦 政 巧 
は， 濁 逸な ソゲ ュー ト社會 主義 共和 國 聯邦 間の 親善 關 
係を 撃 固を らし めんとの ホ 望 及 1926 年 4 月獨 逸及ソ 
ヴュー ト社會 主義 共お國 聯邦 間に 締結され た 中立 條 
約の 基礎 條 項に 基き， 下記の 稼を 協を を 結ぶ に 至つ た • 


第 一條 


兩 締約 國 は單獨 なると 化の 諸國 家と 協同 するとを 
問は おを 他 方に 對し 如何なる 暴力 行 爲ぶ 勢 的 動作 あ • 

攻發を も 巧は をい ことを 約す. : 

第 一條 • - 

締約 國の 一方が 何れ かの 第 S 國の戰 爭巧爲 の對象 

とな る 度れ ある 場合 にがては 締約 國の 他方は 形式の '. r , 

• ■, 

如何を 問は ず 化の 第 S 國を 援助し をい. ■ — 

第 = 條 ぶ 

八-'. 

兩 締約 國 なおは 共通の 利害に 關 する 諸問題に 就い 
て 通報し 合 ふ 爲將來 引き 續き 協議し 互に 連絡を 保持 • 


する。 


第 四 條 


兩 締約 國は 何れも 間接 或は 直接に 締約 國の 一方を 


— 109 一 



.お 化と されて 居た。 卽 ち,’ 

化關人 約 i 8,00 0,000 (69.2。/。) 


Uklama 人 

900,000 

• 白 Rosia 人 

106,000 ’ 

獨 逸人 

1,050,000 


お 太 人 2，11 0,000 

を敎は 大部分 羅馬 舊敎 である。 

波 蘭 人は 槪 して 浮薄 輕 桃 驟慢で 音-楽を 好 み， 惰弱で 
姑武 の氣 性に 乏しい， 
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第 云 獨蘇國 境 及 支 好條約 

獨逸國 政府 及 「ソゲ ュー ト _! 社會 主義 共和 國 聯邦 政 巧 
は 從來の 波 蘭 國の崩 壞に從 ひ, 化 の 地方に かける 巧 寧 
及获 序を 回復し ぶ該 地に 居住す る 人民の 爲じ 夫々 の 
民族性に 腹 デる 平和を 生活を 保謠 する をな てな らが 
自の化 務と考 へ 立 が 爲兩國 は 次の 樣じ 意見が--致し 
た. - 

第 一條 

獨逸國 な 巧 巧 ソゲ ュー ト 耐:會 主義 共和 國職邦 政が 
は舊波 蘭の 國 ± に 於け る 兩國權 益の 境界と して 別紙 
化圆に 記入して あ ら ，且 完成した 文 書に 一層 詳細 化 記 
入 せらるべき 線を' 巧: をす る。, 

第二 條 

兩國は 第 一條 じを めた 兩國權 益の 境界を 絕對 的の 
ものと 認 め， 且 此の 取 ら 極め じ對 ずる 第 S 國嫩 がの か 
入は 如何を る ものと 雖る 拒絶す る。 

第 S 條 

政治 上 必要を 新しい な 6 極めは 第 一條に 記した 線 
な 西の 地域に お ■ては 獨逸國 政府 が， 同 線な 巧の 地域に 
がて は 「ソゲ ュー ト姻會 主義 共和 國 聯邦 政府が 擔 任す 


る， 
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對象 とする 國 家の 集围 には 參加 しない • 

. ，第 五條 

何等かの 問題に 關し 締約 國間 じ戰を ホは 紛議を 生 
ずる 處れ 有る 場を には 兩國は 之 等の 戰爭 若く は 紛議 
をが ら友巧 的を 意見の 交換に 依る か， 要 すれば 調停 委 
員に 化 〇 て 解かす る。 

第 . 

此の 1 巧 約 は 締約 國の 一方が 期限 滿了 の 一年 前に 條 
めの 破棄を 豫吿 しを い限 6 本條 約の 有效巧 間は 更に 
五简年 延長す る ものとの 條 件の 下に 十 年の 期限を な 
• C 締結す る. 

第と 條 

化の 條 約は 成る 巧く 速 かじ 批准を 經 る. 批准 文書 
は 伯林に がて 交換す る こ とに する。 條 約は 署名 と 同 
時 じ 直ちに 效 力を 發生 する。 

原文は 獨逸語 及 露西亞 語の 兩 方を がて 作る。 

1939 年 を 月 23 日 Moskau にて • 

獨逸國 政 巧を t た 表し 

R ' ibbent;rop 署名 

ソ ヴュ 卜化會 主義 典 和國蹄 邦を 府を權 委任の 下に 
, Molotow 署ぶ 


no 


る 旨を 表明す る ものである， 

か {こ 兩國政 巧は 一を 協力 し 要 すれば 親善 關 係に 有 
る 化の 諸國 のを 同を 得て 極力 速 かじ 化の 目的を 達成 
す 可く 努力を 拂ふ であらう， 

がる に拘は らデ 兩國政 巧の 努力が 徒 巧に 終る もの 
とすれば 夫れ は戰 爭の繼 續じ對 する 貴 巧が 英國 及佛 
國に 有る 事實を 確認す る もので あらう。 斯 くの 如く 
じして 戰爭 が繼續 せらる、 場 をに 皮て は獨 逸が ソゲ 
ュー ト」 也: 會 主義 共和 國 聯邦 政 巧は 所要の 處 置に 關し 
本日 互} こ 協議す る 所が あるで あらう. 

1939 年 9 月な 日 Moskau にて 

獨逸闽 政府を 代表し 

V , Ribbentrop 

r ソゲ ュ- 卜」 化 會 主義 共和 國 聯邦 政府 查權委 巧の 下に 

W, M. Molotow 
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第 四 條 

獨逸國 な 巧な r ソヴュ ー ト J 祖會 ま義 共和 國 聯邦 政府 
は 上記の 取 6 極めを なて 兩國 民間の 親善 關 係を 絶え 
ず 巧 進せ しめる 爲め堅 確を 礎と 看做す. 

第 五條 

化の 條約 はお 准を 經 ベく， 且 批准 文書は 成る 可く 速 
かに B が in にがて 交換す る。 

條 約は 署名 と共に 效 力を 發 なする。 

巧 文は 獨 逸話 及 露西亞 語の 兩 方を なて 作製する。 

1 お 9 年 9 巧 28 日 Moskau じがて 

獨逸國 な 巧を 代を し 
V. Ribbentrop 

r ソゲ ュー ト 郝 替ま義 共和 闕 聯邦 政府 圣權委 化の 下に 
, W. M. Molotow 


平 か 宣言 

獨逸國 を 巧が ソゲ ュー ト地會 主義 共和 國 聯邦 政 巧 
は 本日 著名を 了った 條 約に 依 6 波 蘭 画の 崩壊に 關し 
て 生じた 諸問題を 根本的に 解 巧 し 東 欧羅巴に 於け る 
恒久の 平和の 爲 基礎を 築ぃた。 此の 時に 當ら ，共は 俱 
化 目下 獨逸 對英佛 間に 生じて 居る 戰爭狀 態を お 結せ 
し め， な てを 世 あ 諸 巧 族の 眞實の 利益を 圆 るの 用意 あ 
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第 四 對波蘭 作 戰間獨 逸を 種 巧 巧隊の 
•; ま 動の 一例 

ん 某 偵察 中隊 

( 1 ) 16 日間に 97 回 出動 

. (2) 飛行 距離 の， 000 km な 上 (一回に 6 時間な 上 飛行) 

(3) 寫眞 600 を寫 す。 其內 

飛行場 10 

橋 15 

停を 場 18 

鐵道 線路 お Okm (道路は もれな 上を 寫か 

(4) 敵 高が 砲が 擊を受 る こと む 回 

敵驅逐 機の 攻擊を をれ る こと 9 回 

も 某 爆 擊戰隊 

( 1 ) 18 曰 間にが 回 巧 動 

(2) 投下 爆彈 が も 3 前 kg 射彈 124,275 發 

け） 爆擊 目標 

. 飛行場 2 回 

橋 2 

築城 目 

停を 場， 鐵 道 及 道路 上の 輸送 
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飛行機 庫 


5 ( 此 際 地上 飛行 為 5^ を 破 
壊） 

敵の 抵抗 巢 泌 
放送局 2 

(3) 地上 戰圖參 加 

Kutno , Sochaczew 附近の 戰圖參 加 3 
Modlin 附近の 戰圃參 加 10 

Warschau " 8 
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e . 地上 軍 直接 協力の 爲化 地上 目標 15 

(4) 飛行 同数の 半數は 低空飛行 をした。 "飛 巧の 爲 

に 多少の 損害を 受けた が， 短い 時間で 恢復 し 巧び 
旧發 しを。 . 

(5) 敵 磯 5 機を 擊墜 した. . 

じ 遠距離 戰 闘戰隊 

(1) 12 日間 じ 59 回 出動 

け） 18 回 空中 戰を 交へ， 波 蘭 軍 飛行機 30 磯を 空中 戰 
でを 墜 

(3) 其 他 8 回 低空飛行で 地上 部隊を 攻擊 

8 回 低空飛行で 鐵 道を 攻聲 し， 6 列 革に 乂 
を 起させ 機關を おを 破壊す. 

D . 急降下 爆 擊戰隊 


(1) 9 月 1 日 一の 日間に 出動が 軌爆擊 目標 放箇 
け） 爆擊 成果 

橋の 破壊 16 
停車場 破壊 5 


破壊 線路 數 12 はじよ 6 磯關巧 120, 車輛 
87 日輛を 立往生せ しめ か 
列車 破壊 44 ( 其 內裝甲 列 革 1， 石炭 列 






革 お 


116 


飞 




BERLIN 


ow 


HAU 




第五 

對妓蘭 作敷閒 ちと フ—の 巧動圖 


6 

氏 

E 

B 

|0 


3438 

19 

46708 



Radom 


し 〇目駐 が 


〇イ e 产 


備 を 

あ 巧 

自おま 

义 さな 巧 ぞは巧 勤 用々 
小さな かず I が 于巧 麼日玄 赤す 


第 六 參考 書目 


D げ Feldzug d げ 18 Tage Rolf S がた e 

Un が re の ieg げ uber Polen. 心 Fronto か zier 

D げ grossdeutsche Freiheitsla’ieg Theo von Zeska 少佐 

D げ polnische Feldzug Rudolf Schauff 、 

Auf den Sbas が n d が Sieges Otto Di か Hch 

Luftwaffe schl る gt zu Peter Supf 

Der Sieg im 0 が en Friedrich miss 

D’er FeWzug in Polen -....Paul G な der 中將 

Mit Mann und Ross und Wagen Wm け Bley 

Schlag auf Schlag な. Eichelbaum 

出 りげ in Polen H が nrich Hoffmann 

B]itzma:rsch nach Wai*schau Eugen Had&mousJcy 

Unser Kampf in Polen 

Das Ob げ kommancJo d げ Wehrmacht が bt bekannt 

Das war d げ Krieg in Polen .. Rolf な诚げ 

D げ Sieg in Polen Oberkommando 汪 er We&r 价 acM 


119 



^ 編が 

.. がが み 

-ィ本 グ-ゾ ご.. 

P い' ゾ- 
•.v1 .' ’ * 



i'l ホ祖が巧む辛巧た夕义 
t ホ 的枫 がか' も！！ む 小 




(1) 巧疆 村。 萬渡广 み】 穿 sdi (口 旨 息 部 富) s 說續ご 一 I ちづ。 吾" 己) 














( 4 ) P . romberg 前面の 波 蘭 軍陣 化 線 




(6) さを cl ミ韩き { u 々ごか 登が 袖 s ず 藻 



(9) Modlin 附近 Weichsel 川 



( 8 ) 道路 を义點 で戰關 中の 獨逸 軍戰が 





(10) Wyschkow 附近 Bug 1リ 




地名 索引 


(本 表に 記しを 地 點は其 座標に よつ て 附圖波 滴を 圖の 上に ホめ る 事が 巧來る 

尙獨逸 語と 波 蘭 語と によつ て 綴 方に 夕み の 相違 ある 事に を 意） 

/ 



A 


Chelm 

1 

— ■ 8 

Alle 打 stein 


g — 5 

Chyrow 

n 

— 7 

Augustow 


g — 7 

Chechanow 

h 

— 5 




Cos じ n 

k 

— 2 


B * 


Cze 打 stochau 

1 

— 4 

区な r な nowicze 


h —10 

Czernowitz 

P 

—10 

Berent 


f 一 3 







D 



B が kiden 


0 - — 6 

■ 





打 一 ^ 4 

Danzig 

f 

— 4 

Beuthen 


の. — 3 

Deblin 

k 

— 6 

Biala 


k 一 7 

Dil 打 aburg 

d 

—10 

B お ly が ok 


、h — 7 

Dirschau 

g 

— 4 

Bielite 


n —— 4 

Drohbycz 

0 

— 8 

Bilgoraj 


m — 7 

Dubno 

m 

—10 

Brahe 


g — 3 




Breslau 


1—2 

G 



Brest Li か w 沈 

k — 8 

Gdingen 

f 

— 3 

Brieg 


1—2 

Gleiw れ z 

- m 

一 3 

Bromberg 


h — 3 

Glogau 

k 

一 1 

Buczacz 


0 — 9 

G 打 目が 打 

i 

— 3 

Budapest 


r — 3 

ふ ) ra Kalwarja 

k 

— 6 

Bzur 泣 


i — 4 

Gorlice 

n 

— 5 



■ ■ 

Gratz 

i 

— 1 


c 


Graudenz 

g 

— 4 

Checiny 


1 一 5 

Grodno 

g 

• — 8 


( ご ) Wars 巳 lai 二い 巧 ごか Hitler s 溫か 



Mosciska 


n 

\ 

— 8 

Pressburg 

P 

— 1 


N 



Pripet 

i 

—10 




Przasnysz 

h 

— 5 

Nakel 


h 

— ' 3 

Przemysl 

n 

— 7 

Neu Sandez 


n 

— 5 

Putzig 

f 

— 3 

Neust:adt 


f 

— 3 

Pultusk 

i 

— 6 

Nowogi'od 


h 

— 6 




Nowogrodek 


h 

— 9 

民 



Nur 


i 

— 7 

Eadomsk 

1 

— 4 


O 



Radymno 

n 

— 7 




Ratibor 

m 

— 3 

Obornik 


れ 

一 2 

Rawa 

k 

— 5 

Olmiitz 


む 

一 2 

Rawa Ruska 

m 

— 8 

Opoczow 


k 

— 4 

Row 打 0 

m 

一 10. 

Oppeln 


1 

— 3 

Roz 江 打 

h 

— 6 

Orlia 


h 

一 9 

Rzi が zow 

打 

— 6 

Osowiec 


h 

— 7 

s 



Ostrolenka 


h 

— 6 



0 が row 


i 

— 6 

Skarzysko Kamienna 

1 

— 5 

O«5trowo 

' 

k 

— 3 

Sambor 

n 

— 7 

Ozorkow 


k 

— 4 

Sarny 

k 

—10 





Sandomierz 

m 

— 6 


P 



Sanok 

n 

— 6 

Pinsk 


k 

—10 

Schaulen . 

d 

— - 8 

P わ trkow 


1 

— .4 

Sch 打 eidemiihl 

h 

— 2 

Pi が a 


g 

— 6 

Sdun 沈 a Wola 

k 

— 4 

Pitsche 打 


1 

— 3 

Sianki 

0 

一 7 

PlefJ 


n 

~~ ■ 3 

が edl が ' 

k 

一 7 

Plock 


i 

— 4 

Sir 注 dz 

k 

— 3 

Polozk 


d 

—11 

Skierniewice 

k 

— 5 

Pommern 


g 

— 1 

Slonim 

h 

— 9' 


打 

Hali な 0 一 9 

Hela 壬 一 4 

Hindenburg m — 3 

Hohensalza h — 3 

j 

Jablunka Pa な n — 3 

Jawornik xi — 6 

K 

Kalisch k 一 3 

Karuszi 打 i 一 6 

Kamenz Podolsk p — 10 
Kamiensk 1 — 4 

KsiUowitz m 一 3 

Kempen k — 3 

K お Ice 1 一 目 

Kobrin i — 8 

Kock k — - 7 

Kolomea p — 9 j 

K6 打 igsb げ g f — 5 I 

K6nigshiitte m — 4 i 

Koniopol 1 一 4 j 

Ko 打 ski 1 — 5 ; 

Koshmin k 一 2 | 

Koslin f 一 1 

Kosten i — 2 | 

Kowel k — 9 I 

Kowno f —— 8 I 


Krakau m — ■ 4 

Krasne 打 一 9 

Krasnestau 1 一 8 

Kras 打 ik 1 — 6 

Kreuzburg 1 — 3 

Kro かが hin k 一 2 

Krystyropol m — 8 

Kulm h — 3 

叫 ti r — 9 

Kut 打 0 . i 一 4 

L 

Lemb げ g 打 — 8 

Le 打 czica i — 4 

Libau c — 6 

Lida g — 9 

Lissa k — • 2 

Lodz ル ods) k — 4 

Lomza h — 6 

Lopussno 1 一 ■ 5 

Lublin 1 一 7 

Lunin な i — 

Lysa Gora 1 — 目 


M 


M る hrisch-0 が ： rau n — 3 

Minsk g — 11 

Mir h —10 

.Mlawa ‘ h 一 5 

Modlin i — 目 

Molo お zno 径 — 10 



Snow 

h —10 

Sochaczew 

1— 5 

Sosnowiec 

m — 4 

Stanislau 

p — 9 

Stasxow 

m — 5 

Stolp 

f — 2 

S か asburg * 

h 一 4 

Strelno 

i — 3 

Strij 

0 — 8 

Suha 

n — 4 

Suwalki 

g — 7 

Swjenzjany 

e —10 

T 

Tarnopol 

n — 10 

Tarnow 

n — • 5 

Taraowitz 

m — 3 

T が ra 

0 — 4 

Thorn 

h — 3 

Tils け 

e — 6 

Tomaszow 

k 一 4 
* m - 8 

— Treubur 径 

g 一 7 


Tsche 打が ochau 
Tucheler H が de 

W 

Wadowi が 

Warschau 

Warta 

Wielun 

Wilna 

Wloclaw 純 

Wlodawa 

Wlodzimierz 

W ど 己 schen 

Wolkowysk 

Wyskow 

Wyszogrod 


Z 

Zamosc 

Zawiercie 

Zoppot 

Zuck 

Zwolen . 


1—4 
g - 3 

n,— 4 
i — 6 
k — 3 
1— 3 
f — 8 
i — 4 
k — 8 
1—8 
i — 3 
h — 8 
1 — 6 
i 一目 


m — 7 
m — 4 
f 4 
m — 9 
1—6 



Snow 

h - ~ 10 

Sochaczew 

i — 5 

Sosnowiec 

m — 4 

Stanislau 

p — 9 

Stasxow 

m 一 5 

S れ Ip 

f — 2 

S か asburg 

h — 4 

St;rel 打 0 

i — 3 

Strij 

0 — 8 

Suha 

n 一 4 

Suwalki 

g - 7 

Swjenzjany 

e 一 10 

T 

Tarnopol 

n — 10 

了 泣 r 打 ow 

打一 5 

Tarnowitz 

m ■ — 3 

Tatra 

0 —— 4 

Thorn 

h — 3 

Tilsit 

e — 6 

Tomaszow 

k 一 4 
* m — 8 

、Treuburg 

邑 一 7 


T が he 打が ochau 

1—4 

Tuchel げ Heide 

g - 3 

w 

W&dowice 

n, — 4 

Warschau 

i — 6 

Warta 

k 一 3 

Wielun 

1—3 

Wilna 

f — 8 

Wloclawek 

i — 4 

Wlodawa 

k 一 8 

Wlodzimierz 

1—8 

Wreschen 

i — 3 

Wolkowysk 

h — 8 

Wyskow 

i — 6 

Wyszogrod 

i 一目 

z 

Zamosc 

m — 7 

Zaw お rcie 

m 一 4 

Zoppot 

f 4 

Zuck 

m — 9 

Zwolen •’ 

1 — 6 




7 

8 

夕 

1 

w 

/ / 


し 

eftt 

づ バ。 

f 





•〜、 

S 


を- 



- < 


み 

Lit 、 

hAuLen 

• 

a 4 /グ j 

n 

ら ♦ぶ ana ■わ txi 

•グ 

イ 

、*\ 

\ 

を 


'^^^VKovyiO 一 

J 

fL ", 

\ 


。し 

勺 

r 



/ 









•••••••• 巧 お诚 お炼 

街が か 國增媒 


昭か 十六 年 一巧 五 R E 日 刷 
昭串口 十六が ート] 十 H 發巧 



陸軍 大學 校將較 集會所 

代を 巧 沖 靜 夫 

_ 柬巧ホ 猶町區 六を 町 トー 番地 

喬 S 霎 前 旧 ぉ太郞 

お 京 ホ 趙町品 五 巧 町 トニ 巧 地 
印刷所 干城を 出版部が 刷 所 



